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第１章 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

浅口市では、新型コロナウイルス感染症対策として、市独自の商品券・応援券の発行、事業継続支援

金の給付など様々な取り組みを行ってまいりました。本アンケートは、市民の皆様の意見を把握し、今

後の施策や総合計画等に反映させることを目的に実施しました。 

 

２ 調査の方法 

調 査 地 域 浅口市全域 

調 査 対 象 市内にお住まいの 18歳以上の方 

抽 出 法 住民基本台帳に基づく無作為抽出 

調 査 方 法 郵送配布－郵送回収（紙アンケート）・WEB回収（WEBアンケート） 

調 査 期 間 令和３年１月 28日（木）～ 令和３年２月８日（月） 

 

３ 回収結果 

配 布 数 1,000票 

回 収 数 552票 

有効回収 数 552票 

有 効 回 収 率 55.2％ 

 

４ 本報告書の見方について 

(１)比率はすべて百分率（％）で表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しました。したがって合

計が 100.0％を上下する場合もあります。 

(２)基数となるべき実数（回収者数）は、“全体（n=〇〇）”として掲載し、各比率は回答者数を 100.0％

として算出しました。なお、「n」は number of case の略であり、設問の回答数です。 

(３)１人の回答者が２つ以上の回答を出してもよい設問では、各回答の合計比率が 100.0％を超える場

合があります。 

(４)本文や図表中の選択肢表記は、語句を短縮・簡略化している場合があります。 

(５) 「 」は１つの選択肢を、『 』は複数の選択肢を合わせた表現を示しています。＜ ＞は調査項目

を表します。 
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第２章 結果の概要 

 

１ コロナ禍における現在の日常生活について 

 実践している感染予防対策では、「外出時はマスクを着用する」、「家に帰ったら手洗い・うがいを行

う」、「可能な限り人混みを避ける」がそれぞれ８割超と高くなっています。また、濃厚接触を避けるた

めの行動である「大人数・長時間の会食（飲食）を避ける」は 76.8％となっています。コロナ対策と

しての意識は高いことが読み取れます。性別でみると、女性の方が感染予防対策に取り組んでいます。 

 外出頻度では『減少』の割合は、＜外食＞が 78.8％と最も高く、＜友人・知人と会う＞が 76.3％、＜

余暇活動＞が 57.2％、＜運動・スポーツ＞が 44.2％と続いています。このなかで＜運動・スポーツ＞に

着目すると、60 代で 55.7％、70 代以上で 44.1％が『減少』と回答しており、高齢の方における運動不

足によるストレスの増加や身体への影響などが懸念されます。 

 

２ コロナの影響（生活面）について 

 2020年４月の緊急事態宣言発令後の収入の増減では、『減少した』が 25.9％と、約４人に１人の収入

が減少していることがわかります。属性別では、年齢別の 30 代（43.4％）、職業別の自営業（58.3％）

でこの割合が高くなっています。 

2020年４月の緊急事態宣言発令以降のコロナ禍で、困ったこと・困っていることでは、「外出時の感

染リスク」が 63.4％と最も高く、「交流の機会減」が 45.8％、「外出制限」が 41.7％と続いています。 

 高校生以下の子又は孫と同居されている方を対象とした、緊急事態宣言以降における困ったこと・困

っていることでは、「子どもの心身の健康管理」が 33.0％と最も高く、「家庭の支出の増加」が 32.1％、

「子どもの運動機会の確保」が 31.1％と続いています。年齢別でみると「家庭の支出の増加」は、30代

で 51.9％と高くなっています。前述したとおり、30 代では収入が減少した割合が 43.4％と高くなって

いることから、収入減・支出増の両面から経済的負担が増えている可能性が読み取れます。 

 家族と過ごす時間や関係性の変化では、「変わらない」が 76.4％と最も高く、「家族と過ごす時間が

増え、関係が良好になった」が 9.2％、「家族と過ごす時間が増え、関係が悪化した」が 4.7％、「家族

と過ごす時間が減り、関係が悪化した」が 1.8％と続いています。概ね、変わらない～良好になったとの

回答傾向が読み取れます。 

 

３ コロナの影響（意識面）について 

仕事の重要性に関する意識への影響では、「仕事の重要性を、より意識するようになった」が 19.2％、

「変わらない」が 30.1％、「仕事以外の重要性を、より意識するようになった」が 9.4％となっています。

変わらない～仕事の重要性をより意識するとの回答傾向が読み取れます。 

社会とのつながりの重要性に関する意識への影響では、「社会とのつながりの重要性を、より意識する

ようになった」が 35.5％、「変わらない」が 44.0％、「社会とのつながり以外の重要性を、より意識する

ようになった」が 5.1％となっています。変わらない～社会とのつながりの重要性をより意識するとの

回答傾向が読み取れます。 

ワーク・ライフ・バランスに対する意識への影響では、「生活を重視するように変化した」が 13.9％、

「変わらない」が 44.2％、「仕事を重視するように変化した」が 2.2％となっています。変わらない～生

活を重視との回答傾向が読み取れます。 
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生活全体の満足度では、平均点がコロナ拡大前は 7.47点、コロナの影響下は 5.01点となっています。

増減は△2.46 点です。 

仕事の満足度（仕事をしている方のみ）では、平均点がコロナ拡大前は 6.89 点、コロナの影響下は

5.36点となっています。増減は△1.53点です。 

社会とのつながりの満足度では、平均点がコロナ拡大前は 7.02 点、コロナの影響下は 4.70 点となっ

ています。増減は△2.32 点です。 

生活の楽しさ・おもしろさの満足度では、平均点がコロナ拡大前は 7.41 点、コロナの影響下は 4.55

点となっています。増減は△2.86 点です。 

上記４項目とも満足度が低下しており、そのなかでも＜生活の楽しさ・おもしろさ＞の満足度低下が

大きいことが読み取れます。 

 

４ コロナ禍における今後の日常生活について 

新型コロナウイルス感染症による生活の変化がどの程度残るかでは、「変化した状態が概ね続く」と

「変化した状態が続き、元の状態には戻らない」を合わせた『変化した状態が続く』が 35.9％となって

います。 

新型コロナウイルス感染症の影響が今後も続いた場合に不安に思うことでは、「外出時の感染リス

ク」が 79.2％と最も高く、「外出制限」が 65.9％、「交流の機会減」が 48.6％、「心身の健康悪化」

が 43.3％と続いています。年齢別では、「地域活動の停滞」が、年齢が上がるほど高くなる傾向にあ

り（一部年代を除く）、70代以上で 47.7％となっています。また、「収入の減少」が 30～50代で半数

以上となっています。 

 

５ 行政に望む対策・取り組みについて 

新型コロナウイルス感染症の状況や、国・県・市の各種経済支援策等についての情報入手方法では、

「テレビ」が 86.6％と最も高く、「新聞」が 54.5％、「インターネット（SNS以外）」が 35.1％、「広報あ

さくち」が 31.9％と続いています。年齢別では、「新聞」や「広報あさくち」は、年齢が上がるほど高

くなる傾向（一部年代を除く）にある一方、「インターネット（SNS 以外）」や「SNS（浅口市以外）」

は、年齢が下がるほど高くなる傾向にあります（一部年代を除く）。 

新型コロナウイルス感染症対策として、浅口市に求める施策・取り組みでは、「積極的な情報発信」が

61.2％と最も高く、「家庭への経済支援」が 45.7％、「高齢者・障がい者（児）への支援」が 38.6％、「生

活困窮者への支援」が 34.2％と続いています。年齢別では、40代以下で「家庭への経済支援」が６割以

上と高くなっています。 

 

６ 浅口市のこれまでの取り組みについて 

平成 28年度に策定した「第２次浅口市総合計画・前期基本計画（平成 29年度～令和３年度）」に基づ

き実施されてきた市の取り組みについて、施策ごとの重要度と満足度をみます。 

はじめに分野ごと（８つの施策分野）の重要度と満足度をみると、《快適で利便性の高い都市・生活空

間の整備》、《効果的・戦略的な行財政の運営》が優先的改善領域に入っています。 

また、上記２つの分野について重点改善施策をみると、《快適で利便性の高い都市・生活空間の整備》

分野では＜ゆとりある住環境の整備＞、《効果的・戦略的な行財政の運営》分野では＜開かれた役所と効

率的な行政機構の推進＞と＜戦略的で健全な財政運営＞が優先的改善領域に入っています。 
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第３章 調査結果 

 

１ ご自身のことについて 

問１ あなたご自身のことについて、それぞれの項目ごとに当てはまるもの１つに○を付けて 

ください。 

 

（１）性別 

 「男性」が 44.9％、「女性」が 49.3％となっています。 

 

（２）年齢 

 「18～19歳」が 0.9％、「20～29歳」が 5.6％、「30～39歳」が 8.3％、「40～49歳」が 11.8％、「50

～59歳」が 14.9％、「60～69歳」が 17.6％となっています。 

 

（３）居住年数（浅口市内） 

 「１年未満」が 0.5％、「１年以上５年未満」が 4.3％、「５年以上 10 年未満」が 4.0％、「10 年以

上 20年未満」が 11.6％、「20年以上」が 78.6％となっています。 

 

44.9

49.3

0.0

0.2

5.6

0% 20% 40% 60%

男性

女性

その他

回答しない

無回答 全体(n=552)

0.9

5.6

8.3

11.8

14.9

17.6

40.2

0.7

0% 20% 40% 60%

18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答
全体(n=552)

0.5

4.3

4.0

11.6

78.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年未満

１年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

無回答 全体(n=552)
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（４）居住地域 

 「金光地区」が 31.3％、「鴨方地区」が 51.3％、「寄島地区」が 15.0％となっています。 

 

 

（５）職業 

 「農林漁業」が 3.1％、「自営業（農林漁業以外）」が 5.6％、「会社員・公務員・団体職員」が 29.7％、

「専業主婦・専業主夫」が 11.1％、「学生」が 2.4％、「パート・アルバイト」が 11.1％、「無職」が

35.5％となっています。 

 

 

（６）世帯構成 

 「単身」が 7.6％、「夫婦のみ」が 26.4％、「親子（２世代）」が 51.4％、「３世代以上」が

10.5％、「兄弟姉妹等の親族世帯のみ」が 1.1％、「その他」が 0.5％となっています。 

 
  

31.3

51.3

15.0

2.4

0% 20% 40% 60%

金光地区

鴨方地区

寄島地区

無回答 全体(n=552)

3.1

5.6

29.7

11.1

2.4

11.1

0.9

35.5

0.7

0% 20% 40%

農林漁業

自営業（農林漁業以外）

会社員・公務員・団体職員

専業主婦・専業主夫

学生

パート・アルバイト

その他

無職

無回答 全体(n=552)

7.6

26.4

51.4

10.5

1.1

0.5

2.4

0% 20% 40% 60%

単身

夫婦のみ

親子（２世代）

３世代以上

兄弟姉妹等の親族世帯のみ

その他

無回答 全体(n=552)
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（７）居住形態 

 「一戸建て（持ち家）」が 92.9％、「一戸建て（賃貸）」が 1.1％、「アパート等集合住宅（賃貸）」

が 4.0％、「社宅・寮・シェアハウス等」が 0.4％、「その他」が 0.2％となっています。 

 

 

（参考）回収方法（紙アンケートか WEBアンケートか） 

 本アンケートの回収は、郵送回収（紙アンケート）および WEB回収（WEBアンケート）で行いまし

た。それぞれの回収方法の割合をみると、「紙アンケート」が 85.9％、「WEB アンケート」が 14.1％

となっています。 

 

  

92.9

1.1

4.0

0.4

0.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て（持ち家）

一戸建て（賃貸）

アパート等集合住宅（賃貸）

社宅・寮・シェアハウス等

その他

無回答 全体(n=552)

85.9

14.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

紙アンケート

WEBアンケート 全体(n=552)
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問２-１ あなたと同居されている方について、当てはまるものすべてに○を付けてください。 

 

 全体では、「配偶者」が 66.1％と最も高く、「子」が 46.0％、「自身／配偶者の親」が 23.4％、「孫」

が 6.5％、「兄弟姉妹」が 5.8％と続いています。 

 

 

  

(％)

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36) 0.0 0.0 0.0 0.0

30代(n=46) 0.0 0.0

40代(n=65) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

50代(n=82) 0.0 0.0 0.0

60代(n=97) 0.0 0.0

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173) 0.0

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83) 0.0

0

そ
の
他

同
居
し
て
い
な
い
（

一
人
暮
ら
し
）

無
回
答

配
偶
者 子

自
身
／
配
偶
者
の
親 孫

兄
弟
姉
妹

自
身
／
配
偶
者
の
祖
父
母

66.1 46.0 23.4 6.5 5.8 4.5 0.5 6.2 2.7

73.0 43.5 26.2 8.1 8.1 5.2 0.8 3.6 0.4

61.0 48.5 22.1 4.8 4.4 4.0 0.4 8.8 3.3

19.4 11.1 69.4 47.2 33.3

60.9 58.7 41.3 19.6 8.7 2.2 2.2

70.8 70.8 32.3 6.2

76.8 53.7 37.8 4.9 2.4 3.7

73.2 39.2 26.8 6.2 1.0 7.2 1.0

67.1 42.3 3.2 13.5 0.9 0.9 0.9 10.4 5.0

67.6 46.8 21.4 5.8 6.4 5.2 4.0 1.7

66.4 47.7 25.8 6.7 5.7 4.6 0.4 6.4 3.5

60.2 42.2 22.9 8.4 6.0 2.4 2.4 9.6
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問２-２ 問２-１で選択肢２・３を選択した方（子又は孫と同居されている方）にお尋ねします。 

同居する子又は孫の年代について、当てはまるものすべてに○を付けてください。 

 

 全体では、「大学生以上の年代」が 66.4％と最も高く、「高校生の年代」が 15.6％、「中学生」が

14.1％、「小学校高学年（４～６年生）」が 10.9％と続いています。 

 

 

  

(％)

全体(n=256)

【性別】

男性(n=109)

女性(n=133)

【年齢別】

20代以下(n=4) 0.0 0.0 0.0

30代(n=27) 0.0 0.0

40代(n=46) 0.0

50代(n=44) 0.0

60代(n=38)

70代以上(n=96) 0.0

【居住地域別】

金光地区(n=81)

鴨方地区(n=137)

寄島地区(n=35) 0.0

0

大
学
生
以
上
の
年
代

高
校
生
の
年
代

中
学
生

小
学
校
高
学
年
（

４
～

６
年
生
）

未
就
学
児
（

０
～

３
歳
）

未
就
学
児
（

４
～

６
歳
）

小
学
校
低
学
年
（

１
～

３
年
生
）

無
回
答

66.4 15.6 14.1 10.9 9.0 9.0 9.0 1.6

64.2 11.9 13.8 11.9 10.1 10.1 11.0 0.9

66.9 18.0 14.3 9.8 8.3 9.0 8.3 1.5

25.0 25.0 75.0 25.0 25.0

7.4 33.3 25.9 44.4 44.4 33.3

32.6 37.0 32.6 23.9 8.7 15.2 8.7

72.7 25.0 9.1 4.5 2.3 6.8 2.3

94.7 2.6 5.3 2.6 7.9 2.6 5.3 5.3

89.6 9.4 5.2 6.3 2.1 4.2 1.0

63.0 14.8 18.5 13.6 6.2 9.9 12.3 1.2

67.2 14.6 14.6 9.5 12.4 10.2 6.6 1.5

74.3 14.3 8.6 2.9 2.9 8.6 2.9
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２ コロナ禍における現在の日常生活について  

問３ 現在の日常生活において、実践している感染予防対策すべてに○を付けてください。 

 

（１）全体 

 全体では、「外出時はマスクを着用する」が 98.0％と最も高く、「家に帰ったら手洗い・うがいを行

う」と「可能な限り人混みを避ける」がそれぞれ 82.6％、「大人数・長時間の会食（飲酒）を避ける」

が 76.8％と続いています。 

 

 

  

98.0

82.6

82.6

76.8

74.5

67.2

61.4

51.4

50.4

41.3

41.1

35.1

33.7

23.6

13.6

8.0

4.2

2.2

0.0

1.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出時はマスクを着用する

家に帰ったら手洗い・うがいを行う

可能な限り人混みを避ける

大人数・長時間の会食（飲酒）を避ける

可能な限り外出を控える

手洗いは、石けんで丁寧に洗う

可能な限り公共交通機関を使用しない

体温測定や健康チェックを行う

人との間隔を２ｍ（最低１ｍ）空ける

こまめな換気を行う

会話をする際は、可能な限り真正面を避ける

外食を避け、テイクアウトやデリバリーを利用する

外出先の衛生管理状況を確認する

キャッシュレス決済を利用する

日常の買い物で通信販売を利用する

新型コロナウイルス接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）を

利用している

テレワークやオンライン授業を選択する

オフピーク通勤や通学をする

特にない

その他

無回答 全体(n=552)
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（２）属性別（上位 10項目） 

 性別では、すべての項目で女性の割合が男性の割合を上回っています。女性の方が感染予防対策に取

り組んでいることがわかります。 

 年齢別では「可能な限り外出を控える」は、年齢が上がるほど高くなる傾向にあります（一部年代を

除く）。特に 70代以上で 85.1％と８割を超えています。 

 

 

  

(％)

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)
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で
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う

98.0 82.6 82.6 76.8 74.5 67.2 61.4 51.4 50.4 41.3

98.0 78.6 78.6 72.6 70.2 59.7 56.5 43.5 50.0 33.9

98.9 87.5 86.0 82.7 78.7 74.6 65.1 59.6 50.4 47.8

100.0 86.1 72.2 77.8 63.9 72.2 55.6 41.7 41.7 38.9

100.0 89.1 82.6 87.0 69.6 80.4 69.6 60.9 39.1 39.1

98.5 93.8 83.1 86.2 69.2 76.9 64.6 63.1 49.2 43.1

100.0 79.3 82.9 90.2 63.4 65.9 58.5 56.1 43.9 35.4

99.0 78.4 88.7 75.3 72.2 63.9 64.9 53.6 53.6 40.2

97.3 81.5 82.4 68.5 85.1 63.5 59.9 45.5 55.9 44.6

98.8 82.1 84.4 78.0 76.9 66.5 62.4 52.0 53.2 47.4

98.2 83.7 82.7 79.9 74.2 71.4 62.9 51.2 51.2 38.9

97.6 80.7 79.5 65.1 71.1 55.4 59.0 51.8 41.0 37.3



15 

 

問４ 現在の外出頻度について、2020年４月の緊急事態宣言発令前と比較して、それぞれの項目 

ごとに当てはまるもの１つに○を付けてください。 

 

（１）全体 

①全体 

 「大いに減少した」と「減少した」を合わせた『減少』の割合は、＜食料品・生活必需品の買物＞が

44.0％、＜通勤・通学＞が 9.0％、＜子育て関連施設（保育所等）＞が 4.9％、＜病院・薬局＞が 31.0％、

＜友人・知人と会う＞が 76.3％、＜役所での手続等＞が 22.1％、＜運動・スポーツ＞が 44.2％、＜余暇

活動＞が 57.2％、＜外食＞が 78.8％となっています。 

 「大いに減少した」の割合をみると、＜外食＞が 53.3％と最も高く、＜友人・知人と会う＞が 52.7％、

＜余暇活動＞が 34.6％、＜運動・スポーツ＞が 21.6％と続いています。 

 

 
  

9.4

4.5

1.8

8.2

52.7

10.1

21.6

34.6

53.3

34.6

4.5

3.1

22.8

23.6

12.0

22.6

22.6

25.5

47.3

46.9

21.4

60.0

16.8

58.2

40.6

28.4

15.4

4.9

0.4



1.3

1.1

0.9

1.4

2.2

0.7

1.1

0.4
0.2

1.1

1.1

0.5

0.5

1.1

0.5

2.0

8.2

24.5

3.3

1.8

7.6

5.4

4.3

1.8

0.7

35.1

49.1

3.4

2.9

10.7

7.8

6.7

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料品・生活必需品の買物(n=552)

通勤・通学(n=552)

子育て関連施設（保育所等）(n=552)

病院・薬局(n=552)

友人・知人と会う(n=552)

役所での手続等(n=552)

運動・スポーツ(n=552)

余暇活動(n=552)

外食(n=552)

大いに減少した やや減少した 変わらない やや増加した

大幅に増加した わからない 無回答
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②全体（無回答除く） 

 本設問では、設問項目によって「無回答」の割合が高くなっています（たとえば、＜子育て関連施設

（保育所等）＞は、子育て中の方以外は「無回答」になると考えられます）。そこで、参考として対象者

のみで設問間比較を行うため、「無回答」を除いたグラフを作成します。 

 

 「大いに減少した」と「減少した」を合わせた『減少』の割合は、＜食料品・生活必需品の買物＞が

44.4％、＜通勤・通学＞が 14.0％、＜子育て関連施設（保育所等）＞が 9.6％、＜病院・薬局＞が 32.0％、

＜友人・知人と会う＞が 78.6％、＜役所での手続等＞が 24.8％、＜運動・スポーツ＞が 48.0％、＜余暇

活動＞が 61.4％、＜外食＞が 81.0％となっています。 

 「大いに減少した」の割合をみると、＜外食＞が 54.7％と最も高く、＜友人・知人と会う＞が 54.3％、

＜余暇活動＞が 37.1％、＜運動・スポーツ＞が 23.4％と続いています。 

 

 

  

9.5

7.0

3.6

8.4

54.3

11.4

23.4

37.1

54.7

34.9

7.0

6.0

23.6

24.3

13.4

24.6

24.3

26.3

47.6

72.3

42.0

62.1

17.4

65.1

44.0

30.5

15.8

4.9

0.6



1.3

1.1

1.0

1.6

2.3

0.7

1.1

0.6
0.4

1.1

1.1
0.6

0.6

1.2

0.6

2.0

12.6

48.0

3.4

1.9

8.5

5.9

4.7

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料品・生活必需品の買物(n=548)

通勤・通学(n=358)

子育て関連施設（保育所等）(n=281)

病院・薬局(n=533)

友人・知人と会う(n=536)

役所での手続等(n=493)

運動・スポーツ(n=509)

余暇活動(n=515)

外食(n=537)

大いに減少した やや減少した 変わらない
やや増加した 大幅に増加した わからない
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（２）属性別 

①食料品・生活必需品の買物 

 全体では、「大いに減少した」が 9.4％、「やや減少した」が 34.6％、「変わらない」が 47.3％、「や

や増加した」が 4.9％、「大幅に増加した」が 1.1％となっています。また、「大いに減少した」と「や

や減少した」を合わせた『減少』は 44.0％となっています。 

 性別では『減少』は、女性（47.5％）が男性（39.6％）よりも高くなっています。 

 

 

  

9.4

6.5

10.7



10.9

3.1

4.9

12.4

13.1

6.9

9.9

10.8

34.6

33.1

36.8

38.9

37.0

41.5

37.8

35.1

30.6

37.0

35.7

26.5

47.3

52.4

44.5

50.0

34.8

53.8

45.1

46.4

49.1

47.4

45.9

55.4

4.9

4.4

5.1

8.3

10.9

1.5

9.8

4.1

2.7

5.8

4.6

3.6

1.1

0.8

1.5



6.5



1.2



0.9

1.2

1.1

1.2

2.0

2.4

1.1

2.8





1.2

1.0

3.2

1.7
2.5

1.2

0.7

0.4

0.4









1.0

0.5



0.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

大いに減少した やや減少した 変わらない やや増加した
大幅に増加した わからない 無回答
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②通勤・通学 

 全体では、「大いに減少した」が 4.5％、「やや減少した」が 4.5％、「変わらない」が 46.9％、

「やや増加した」が 0.4％、「大幅に増加した」が 0.4％となっています。また、「大いに減少した」

と「やや減少した」を合わせた『減少』は 9.0％となっています。 

 年齢別では『減少』は、20代以下で 36.1％と高くなっています。通学に対して、通勤は減少してい

る割合が低いことがわかります。 

 

 

  

4.5

4.0

4.8

19.4

4.3

1.5

4.9

6.2

2.3

4.0

3.9

7.2

4.5

4.4

4.8

16.7

4.3

9.2

9.8



1.4

4.6

3.9

7.2

46.9

52.0

44.9

58.3

80.4

83.1

78.0

47.4

16.7

48.6

48.4

38.6

0.4

0.8





2.2







0.5

0.6

0.4



0.4

0.4

0.4

2.8









0.5

0.6

0.4



8.2

8.1

8.8

2.8

6.5

4.6

4.9

11.3

9.9

6.9

8.1

10.8

35.1

30.2

36.4



2.2

1.5

2.4

35.1

68.9

34.7

35.0

36.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

大いに減少した やや減少した 変わらない やや増加した
大幅に増加した わからない 無回答
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③子育て関連施設（保育所等） 

 全体では、「大いに減少した」が 1.8％、「やや減少した」が 3.1％、「変わらない」が 21.4％、「大

幅に増加した」が 0.2％となっています。また、「大いに減少した」と「やや減少した」を合わせた『減

少』は 4.9％となっています。 

 性別では『減少』は、女性（5.8％）が男性（4.0％）よりも高くなっています。 

 年齢別では『減少』は、30代が 15.2％と、他の年代より高くなっています。 

 居住地域別では『減少』は、寄島地区が 7.2％と、他の地区より高くなっています。 

 

 

  

1.8

1.6

1.8



4.3

1.5

2.4

1.0

1.8



2.1

4.8

3.1

2.4

4.0

2.8

10.9

6.2

3.7

1.0

1.4

3.5

3.2

2.4

21.4

23.0

21.0

33.3

47.8

49.2

31.7

14.4

5.4

25.4

20.8

13.3























0.2

0.4



2.8











0.6





24.5

26.2

24.6

44.4

28.3

32.3

35.4

29.9

11.7

23.1

25.8

25.3

49.1

46.4

48.5

16.7

8.7

10.8

26.8

53.6

79.7

47.4

48.1

54.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

大いに減少した やや減少した 変わらない やや増加した
大幅に増加した わからない 無回答
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④病院・薬局 

 全体では、「大いに減少した」が 8.2％、「やや減少した」が 22.8％、「変わらない」が 60.0％、「や

や増加した」が 1.3％、「大幅に増加した」が 1.1％となっています。また、「大いに減少した」と「や

や減少した」を合わせた『減少』は 31.0％となっています。 

 性別では『減少』は、女性（36.0％）が男性（26.2％）よりも高くなっています。 

 年齢別では『減少』は、50代が 43.9％と、他の年代より高くなっています。 

 

 

8.2

6.0

10.3

5.6

13.0

7.7

9.8

10.3

6.3

8.1

10.2

2.4

22.8

20.2

25.7

13.9

21.7

32.3

34.1

23.7

17.6

24.9

23.0

16.9

60.0

64.1

57.0

63.9

58.7

50.8

51.2

49.5

70.7

58.4

58.0

71.1

1.3

1.6

1.1

5.6

2.2

1.5



1.0

0.9

2.3

1.1



1.1

1.6

0.7

2.8

2.2

1.5

1.2



0.9

0.6

1.1

2.4

3.3

4.4

1.8

5.6

2.2
4.6

2.4

8.2

0.5

2.9

3.2

4.8

3.4

2.0

3.3

2.8



1.5

1.2

7.2

3.2

2.9

3.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

大いに減少した やや減少した 変わらない やや増加した

大幅に増加した わからない 無回答
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⑤友人・知人と会う 

 全体では、「大いに減少した」が 52.7％、「やや減少した」が 23.6％、「変わらない」が 16.8％、「や

や増加した」が 1.1％、「大幅に増加した」が 1.1％となっています。また、「大いに減少した」と「や

や減少した」を合わせた『減少』は 76.3％となっています。 

 性別では『減少』は、女性（86.8％）が男性（66.1％）よりも高くなっています。 

 年齢別では『減少』は、70代以上が 70.7％と、他の年代より低くなっています。 
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56.6
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24.6
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

大いに減少した やや減少した 変わらない やや増加した

大幅に増加した わからない 無回答
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⑥役所での手続等 

 全体では、「大いに減少した」が 10.1％、「やや減少した」が 12.0％、「変わらない」が 58.2％、「や

や増加した」が 0.9％、「大幅に増加した」が 0.5％となっています。また、「大いに減少した」と「や

や減少した」を合わせた『減少』は 22.1％となっています。 

 性別では『減少』は、男性（24.2％）が女性（19.5％）よりも高くなっています。 
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12.1

11.3

14.5

58.2

59.7

59.2

61.1

65.2

69.2

72.0

56.7

49.1

60.1

58.3

56.6

0.9

2.0



2.8







1.0

1.4

1.2

0.7

1.2

0.5



1.1



2.2

1.5



1.0




0.7

1.2

7.6

8.1

7.4

11.1

10.9

4.6

6.1

7.2

7.7

6.4

8.5

7.2

10.7

6.0

12.9

2.8



1.5

3.7

10.3

18.9

9.2

11.7

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

大いに減少した やや減少した 変わらない やや増加した

大幅に増加した わからない 無回答
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⑦運動・スポーツ 

 全体では、「大いに減少した」が 21.6％、「やや減少した」が 22.6％、「変わらない」が 40.6％、「や

や増加した」が 1.4％、「大幅に増加した」が 0.5％となっています。また、「大いに減少した」と「や

や減少した」を合わせた『減少』は 44.2％となっています。 

 年齢別では『減少』は、60 代で 55.7％、70 代以上で 44.1％と、高齢の方においても減少割合が高く

なっています。 

 居住地域別では『減少』は、金光地区が 48.6％と、他の地区より高くなっています。 

 

 

  

21.6

16.5

24.3

16.7

2.2

23.1

18.3

26.8

25.2

24.9

19.1

18.1

22.6

25.4

21.0

19.4

30.4

24.6

22.0

28.9

18.9

23.7

23.7

18.1

40.6

45.6

37.9

44.4

56.5

43.1

52.4

33.0

35.6

37.6

42.4

45.8

1.4

2.4

0.7

5.6

2.2

1.5

2.4

1.0

0.5

0.6

2.1

1.2

0.5

1.2


2.8







1.0

0.5

1.2

0.4


5.4

5.2

5.5

8.3

8.7

4.6

3.7

4.1

5.4

4.6

4.9

8.4

7.8

3.6

10.7

2.8



3.1

1.2

5.2

14.0

7.5

7.4

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

大いに減少した やや減少した 変わらない やや増加した
大幅に増加した わからない 無回答
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⑧余暇活動 

 全体では、「大いに減少した」が 34.6％、「やや減少した」が 22.6％、「変わらない」が 28.4％、「や

や増加した」が 2.2％、「大幅に増加した」が 1.1％となっています。また、「大いに減少した」と「や

や減少した」を合わせた『減少』は 57.2％となっています。 

 性別では『減少』は、女性（64.4％）が男性（50.0％）よりも高くなっています。 

 居住地域別では『減少』は、金光地区が 61.3％と、他の地区より高くなっています。 

 

 

  

34.6

21.8

44.5

16.7

41.3

33.8

40.2

39.2

32.9

38.2

34.6

26.5

22.6

28.2

19.9

25.0

26.1

36.9

22.0

26.8

16.2

23.1

20.8

26.5

28.4

39.1

20.6

38.9

23.9

24.6

29.3

21.6

31.5

23.7

31.1

33.7

2.2

2.4

2.2

5.6

2.2

1.5

4.9

2.1

0.9

2.3

1.8

1.2

1.1

2.0

0.4

5.6

4.3



1.2



0.5

1.2

0.7

2.4

4.3

4.4

4.4

5.6

2.2



1.2

4.1

6.8

5.8

3.2

6.0

6.7

2.0

8.1

2.8



3.1

1.2

6.2

11.3

5.8

7.8

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

大いに減少した やや減少した 変わらない やや増加した
大幅に増加した わからない 無回答



25 

 

⑨外食 

 全体では、「大いに減少した」が 53.3％、「やや減少した」が 25.5％、「変わらない」が 15.4％、「や

や増加した」が 0.7％、「大幅に増加した」が 0.5％となっています。また、「大いに減少した」と「や

や減少した」を合わせた『減少』は 78.8％となっています。約８割の人が影響を受けており、食生活に

大きな制限がかかっていることがうかがえます。 

 性別では『減少』は、女性（82.8％）が男性（75.8％）よりも高くなっています。 

 年齢別では、年齢が上がるほど「大いに減少した」が高くなる傾向にあります（70 代以上を除く）。 

 

 

  

53.3

46.4

59.6

41.7

50.0

49.2

56.1

63.9

52.3

56.1

53.4

49.4

25.5

29.4

23.2

33.3

37.0

35.4

25.6

22.7

20.7

24.3

24.4

28.9

15.4

17.7

13.6

19.4

6.5

13.8

17.1

9.3

19.4

15.0

16.3

15.7

0.7

1.2

0.4

2.8

2.2


2.1

0.6

1.1



0.5

0.8

0.4

2.8

2.2

1.5

0.6

0.7


1.8

3.2

0.4



2.2



1.2

3.2

1.7

1.8

2.4

2.7

1.2

2.6







2.1

4.5

1.7

2.5

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

大いに減少した やや減少した 変わらない やや増加した

大幅に増加した わからない 無回答
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３ コロナの影響（生活面）について  

問５ 2020年４月の緊急事態宣言発令後、その前と比べて収入の増減はありましたか。当てはまる 

もの１つに〇を付けてください。 

 

 全体では、「大幅に減少した」が 9.4％、「やや減少した」が 16.5％、「変わらない」が 62.5％、「や

や増加した」が 0.5％、「大幅に増加した」が 0.5％、「わからない・収入がない」が 8.2％となってい

ます。また、「大幅に減少した」と「やや減少した」を合わせた『減少した』は 25.9％と、約４人に１

人は収入が減少しています。 

 性別では『減少した』は、男性（29.1％）が女性（23.2％）よりも高くなっています。 

 年齢別では『減少した』は、30代が 43.4％と、他の年代より高くなっています。 

 職業別では『減少した』は、自営業が 58.3％と、他の職業より高くなっています。 

 

※【職業別】の自営業は、「農林漁業」と「自営業（農林漁業以外）」の合計（以下同） 

9.4

9.7

9.6

5.6

13.0

4.6

15.9

13.4

6.8

12.7

6.7

10.8

35.4

7.9

4.9

11.5

5.1

16.5

19.4

13.6

16.7

30.4

30.8

19.5

19.6

7.2

18.5

17.0

8.4

22.9

26.8

8.2

29.5

5.1

62.5

60.9

66.5

58.3

45.7

58.5

56.1

54.6

74.3

61.3

64.0

63.9

33.3

63.4

67.2

57.4

71.9

0.5

1.2

2.8

1.5

1.2



0.6

0.4

1.2

1.2



0.5

1.2

2.2

2.1

0.6

0.7



0.6

1.6

0.5

8.2

6.5

7.7

16.7

8.7

3.1

7.3

7.2

8.1

5.8

8.1

12.0

6.3



16.4

13.3

2.4

1.2

2.6

1.5

3.1

3.6

0.6

3.2

3.6

2.1



3.3

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

【職業別】

自営業(n=48)

会社員・公務員・団体職員(n=164)

専業主婦・専業主夫(n=61)

パート・アルバイト(n=61)

無職(n=196)

大幅に減少した やや減少した
変わらない やや増加した
大幅に増加した わからない・収入がない
無回答
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問６-１ 2020年４月の緊急事態宣言発令以降のコロナ禍で、困ったこと・困っていることについて、 

当てはまるものすべてに〇を付けてください。 

 

（１）全体 

 全体では、「外出時の感染リスク」が 63.4％と最も高く、「交流の機会減」が 45.8％、「外出制

限」が 41.7％、「地域活動の停滞」が 26.3％と続いています。 

 

 

  

63.4

45.8

41.7

26.3

25.2

24.8

17.8

15.0

14.1

10.3

9.1

6.2

5.3

2.5

2.5

2.2

2.2

2.0

1.8

1.3

8.5

0.7

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

外出時の感染リスク

交流の機会減

外出制限

地域活動の停滞

運動・スポーツの機会減

文化芸術に触れる機会減

収入の減少

心身の健康悪化

支出の増加

衛生用品の入手困難

働き方の変化による負担

情報収集

学習の機会減

就職・転職活動

介護の負担増

失業（就業先の経営不振）

学力の低下

進級・進学

休業（無給）

過重労働

特にない

その他

無回答
全体(n=552)
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（２）属性別（上位 10項目） 

 年齢別では「外出制限」は、40代以下で半数以上と、若い世代で高くなっています。また、「地域

活動の停滞」は、年齢が上がるほど高くなる傾向にあり（一部年代を除く）、70代以上で 36.5％とな

っています。「収入の減少」は、前問と同様に、30 代で最も高くなっています。 

 職業別では、自営業で「収入の減少」が 45.8％と、他の職業より高くなっています。 

 

 

  

(％)

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

【職業別】

自営業(n=48)

会社員・公務員・団体職員(n=164)

専業主婦・専業主夫(n=61)

パート・アルバイト(n=61)

無職(n=196)
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動
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ス
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化
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機
会
減

63.4 45.8 41.7 26.3 25.2 24.8 17.8 15.0 14.1 10.3

63.3 41.5 37.9 27.0 24.2 20.2 20.6 14.1 13.3 7.7

65.8 52.9 46.3 25.7 26.8 30.9 15.4 16.2 15.4 13.2

63.9 38.9 50.0 5.6 27.8 33.3 19.4 16.7 8.3 11.1

67.4 56.5 54.3 21.7 28.3 30.4 28.3 13.0 30.4 10.9

72.3 53.8 50.8 12.3 36.9 26.2 24.6 12.3 27.7 27.7

70.7 40.2 37.8 18.3 18.3 29.3 26.8 13.4 13.4 17.1

68.0 50.5 39.2 29.9 28.9 23.7 19.6 15.5 14.4 6.2

55.9 43.2 38.3 36.5 22.1 21.2 9.5 16.7 8.1 4.5

61.3 49.1 42.8 28.3 24.9 24.3 21.4 16.8 18.5 11.0

65.0 44.9 41.3 26.5 25.8 27.6 14.8 15.5 12.7 11.3

62.7 42.2 39.8 22.9 22.9 16.9 16.9 8.4 9.6 6.0

68.8 47.9 39.6 33.3 18.8 20.8 45.8 16.7 18.8 4.2

68.9 48.2 44.5 20.7 30.5 28.0 22.6 14.0 21.3 14.6

50.8 55.7 44.3 29.5 16.4 27.9 8.2 16.4 21.3 14.8

73.8 47.5 50.8 18.0 24.6 29.5 29.5 14.8 14.8 16.4

59.7 40.8 36.7 32.7 25.5 19.9 6.1 15.3 6.1 5.1
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問６-２ 問２-２で選択肢１～６を選択した方（高校生以下の子又は孫と同居されている方）に 

お尋ねします。緊急事態宣言以降、困ったこと・困っていることについて、当てはまるもの 

すべてに〇を付けてください。 

 

 全体では、「子どもの心身の健康管理」が 33.0％と最も高く、「家庭の支出の増加」が 32.1％、

「子どもの運動機会の確保」が 31.1％、「自身の心身の健康管理」が 26.4％と続いています。前ペー

ジでの「支出の増加」が 14.1％であったのに対し、本設問の「家庭の支出の増加」は３割以上と、子

や孫と同居している人の支出がより増加していることがわかります。 

 年齢別では、50代で「進級・進学への影響」（40.0％）が高くなっています。また、「子育ての負

担増」は、年齢が下がるほど高くなる傾向にあり（一部年代を除く）、20代以下で 50.0％となってい

ます。 

 

 

  

（％）

全体(n=106)

【性別】

男性(n=47)

女性(n=55)

【年齢別】

20代以下(n=4) 0.0

30代(n=27) 0.0

40代(n=38) 0.0

50代(n=15) 0.0 0.0

60代(n=6) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70代以上(n=16) 0.0 0.0 0.0

【居住地域別】

金光地区(n=34) 0.0

鴨方地区(n=60)

寄島地区(n=9) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0

無
回
答

子
ど
も
の
学
習
機
会
の
確
保

子
ど
も
の
学
力
低
下

子
ど
も
の
預
け
先
の
確
保

仕
事
時
間
の
確
保

特
に
な
い

そ
の
他

子
ど
も
の
心
身
の
健
康
管
理

家
庭
の
支
出
の
増
加

子
ど
も
の
運
動
機
会
の
確
保

自
身
の
心
身
の
健
康
管
理

進
級
・
進
学
へ
の
影
響

子
育
て
の
負
担
増

33.0 32.1 31.1 26.4 24.5 22.6 21.7 17.0 9.4 8.5 15.1 2.8 4.7

29.8 34.0 31.9 23.4 19.1 23.4 21.3 14.9 4.3 8.5 19.1 4.3 6.4

36.4 30.9 32.7 30.9 27.3 21.8 21.8 20.0 14.5 7.3 12.7 1.8 3.6

50.0 25.0 25.0 25.0 25.0 50.0 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0

51.9 51.9 44.4 44.4 14.8 48.1 33.3 18.5 18.5 11.1 7.4 3.7

26.3 31.6 36.8 21.1 31.6 13.2 23.7 26.3 7.9 13.2 2.6 5.3

33.3 20.0 33.3 20.0 40.0 20.0 26.7 6.7 6.7 20.0 6.7

16.7 16.7 16.7 16.7 16.7 33.3

18.8 18.8 6.3 18.8 18.8 6.3 6.3 31.3 6.3 12.5

26.5 41.2 41.2 23.5 20.6 23.5 29.4 23.5 20.6 8.8 20.6 5.9

36.7 30.0 26.7 30.0 26.7 25.0 20.0 13.3 5.0 10.0 11.7 1.7 6.7

33.3 11.1 22.2 11.1 22.2 11.1 22.2 22.2
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問７ 家族と過ごす時間や関係性に変化はありましたか。当てはまるもの１つに〇を付けてくださ

い。 

 

 全体では、「変わらない」が 76.4％と最も高く、「家族と過ごす時間が増え、関係が良好になった」

が 9.2％、「家族と過ごす時間が増え、関係が悪化した」が 4.7％、「家族と過ごす時間が減り、関係が

悪化した」が 1.8％と続いています。「家族と過ごす時間が増え、関係が良好になった」と「家族と過ご

す時間が増え、関係が悪化した」を比較した『悪化に対する良好の割合（良好割合/悪化割合）』は、約

２倍となっており、良好になったと回答している人の方が多いことがわかります。 

 年齢別では『悪化に対する良好の割合（良好割合/悪化割合）』は、年齢が下がるほど倍率が高くなり

（一部年代を除く）、20代以下では「家族と過ごす時間が増え、関係が悪化した」と回答した人はみら

れません。 

世帯構成別では、夫婦のみ世帯で「家族と過ごす時間が増え、関係が悪化した」（7.5％）が「家族と

過ごす時間が増え、関係が良好になった」（5.5％）を上回っています。 
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1.0

3.6

4.0

0.7

1.2

2.7

1.1

1.7

76.4

79.4

73.9

83.3

80.4

67.7

79.3

83.5

73.4

74.0

78.1

78.3

78.1

78.5

84.5

6.9

4.4

8.5

2.2

1.5

2.4

6.2

11.7

6.4

6.0

8.4

5.5

3.2



0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

【世帯構成別】

夫婦のみ(n=146)

親子（２世代）(n=284)

３世代以上(n=58)

家族と過ごす時間が増え、関係が良好になった 家族と過ごす時間が増え、関係が悪化した

家族と過ごす時間が減り、関係が良好になった 家族と過ごす時間が減り、関係が悪化した

変わらない 無回答
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４ コロナの影響（意識面）について 

問８ 仕事の重要性に関する意識に影響はありましたか。当てはまるもの１つに〇を付けてくださ

い。 

 

 全体では、「仕事の重要性を、より意識するようになった」が 19.2％、「変わらない」が 30.1％、「仕

事以外の重要性を、より意識するようになった」が 9.4％、「わからない・仕事をしていない」が 35.5％

となっています。 

 職業別では、自営業で「仕事の重要性を、より意識するようになった」が 45.8％と、他の職業より高

くなっています。 

 

 
  

19.2

20.2

19.5

13.9

28.3

35.4

28.0

25.8

7.7

22.0

16.6
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45.8

30.5

4.9

32.8

3.6

30.1

31.9

28.7

52.8

39.1

40.0

45.1

28.9

17.1

28.3

31.8

30.1

35.4

49.4

19.7

54.1

9.7

9.4

11.3

8.8

8.3

15.2

16.9

14.6

7.2

5.4

12.7

8.5

7.2

6.3

20.1

4.9

8.2

3.1

35.5

32.7

38.6

25.0

17.4

7.7

12.2

34.0

57.7

30.6

37.8

38.6

10.4

62.3

4.9

71.4

5.8

4.0

4.4

4.1

12.2

6.4

5.3

4.8

2.1

8.2

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

【職業別】

自営業(n=48)

会社員・公務員・団体職員(n=164)

専業主婦・専業主夫(n=61)

パート・アルバイト(n=61)

無職(n=196)

仕事の重要性を、より意識するようになった
変わらない
仕事以外の重要性を、より意識するようになった
わからない・仕事をしていない
無回答
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問９ 社会とのつながり※の重要性に関する意識に影響はありましたか。当てはまるもの１つに〇を

付けてください。 

 

 全体では、「社会とのつながりの重要性を、より意識するようになった」が 35.5％、「変わらない」

が 44.0％、「社会とのつながり以外の重要性を、より意識するようになった」が 5.1％、「わからない」

が 10.3％となっています。 

 居住地域別では、金光地区で「社会とのつながりの重要性を、より意識するようになった」が 41.6％

と他の地区より高くなっています。 

職業別では、パート・アルバイトで「社会とのつながりの重要性を、より意識するようになった」が

44.3％と他の職業より高くなっています。 

 

 

※社会とのつながり…ここでの「社会とのつながり」とは、地域コミュニティや学校・会社などを通した他

者との交流や助け合い・支え合いなどのことをいう 
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39.6
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35.3

49.8
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41.0

40.3

5.1
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8.3

4.3

4.6

4.9

4.1

5.4

6.4

3.2

8.4

6.3

1.8

9.8

6.6

5.1

10.3

11.3

8.5

13.9

4.3

6.2

6.1

9.3

14.4

9.8

9.2

14.5

10.4

4.3

13.1

8.2

15.3

5.1

3.6

5.1



4.1

9.9

6.9

4.2

3.6

4.2

0.6

6.6

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

【職業別】

自営業(n=48)

会社員・公務員・団体職員(n=164)

専業主婦・専業主夫(n=61)

パート・アルバイト(n=61)

無職(n=196)

社会とのつながりの重要性を、より意識するようになった
変わらない
社会とのつながり以外の重要性を、より意識するようになった
わからない
無回答
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問 10 ワーク・ライフ・バランス※に対する意識に影響はありましたか。当てはまるもの１つに〇

を付けてください。 

 

 全体では、「生活を重視するように変化した」が 13.9％、「変わらない」が 44.2％、「仕事を重視す

るように変化した」が 2.2％、「わからない・仕事をしていない」が 32.6％となっています。 

 年齢別では「生活を重視するように変化した」は、40 代が 23.1％と最も高く、20 代以下が 22.2％と

続いています。一方「仕事を重視するように変化した」は 20代以下が 5.6％と最も高く、30代が 4.3％

と続いています。 

 職業別では、自営業と会社員・公務員・団体職員で「生活を重視するように変化した」が２割以上と

なっています。 

 

 

※ワーク・ライフ・バランス…「仕事」と「生活（プライベート）」とのバランスのことで、仕事とプライ

ベートの両方を充実させる働き方・生き方のこと 
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68.3

41.2
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45.1

44.5

42.2
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68.9

21.3
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17.3
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3.1

2.4

3.1

0.5

2.3

1.8
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5.5
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29.4

34.6

19.4

13.0

9.2

13.4

28.9

53.6

30.1

33.9

32.5

8.3
0.6

55.7

3.3

65.3

7.1

4.8

7.0

8.2

14.0

6.4

7.1

9.6

4.2

0.6

14.8

1.6

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

【職業別】

自営業(n=48)

会社員・公務員・団体職員(n=164)

専業主婦・専業主夫(n=61)

パート・アルバイト(n=61)

無職(n=196)

生活を重視するように変化した 変わらない

仕事を重視するように変化した わからない・仕事をしていない

無回答
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問 11 「全く満足していない」を０点、「非常に満足している」を 10点とすると、コロナ拡大前、 

コロナの影響下（現在）、それぞれ何点くらいになると思いますか。（ ）に０～10の数字を 

記入してください。 

 

（１）生活全体の満足度 

全体では平均点は、コロナ拡大前が 7.47点、コロナの影響下が 5.01点となっています。増減は△2.46

点です。 

性別では増減は、女性が△2.61点と、男性の△2.28 点よりも下げ幅が大きくなっています。 

年齢別では増減は、70代以上が△2.78点と、他の年代より下げ幅が大きくなっています。 

居住地域別では、金光地区が△2.79点と、他の地区より下げ幅が大きくなっています。 

 

  

 

（２）仕事の満足度（仕事をしている方のみ） 

平均点は、コロナ拡大前が 6.89点、コロナの影響下が 5.36点となっています。増減は△1.53点です。 

性別では増減は、男性が△1.60点と、女性の△1.34 点よりも下げ幅が大きくなっています。 

年齢別では増減は、60代が△2.31点と、他の年代より下げ幅が大きくなっています。 

 

 

コロナ拡大前（以前） コロナの影響下（現在） 増減

全体(n=552) 7.47点 5.01点 -2.46点

男性(n=248) 7.34点 5.06点 -2.28点

女性(n=272) 7.56点 4.95点 -2.61点

20代以下(n=36) 7.56点 5.08点 -2.48点

30代(n=46) 7.33点 5.20点 -2.13点

40代(n=65) 7.30点 5.37点 -1.93点

50代(n=82) 7.17点 5.06点 -2.11点

60代(n=97) 7.53点 4.83点 -2.70点

70代以上(n=222) 7.66点 4.88点 -2.78点

金光地区(n=173) 7.71点 4.92点 -2.79点

鴨方地区(n=283) 7.39点 5.13点 -2.26点

寄島地区(n=83) 7.15点 4.90点 -2.25点

コロナ拡大前（以前） コロナの影響下（現在） 増減

全体(n=273) 6.89点 5.36点 -1.53点

男性(n=138) 6.76点 5.16点 -1.60点

女性(n=125) 7.04点 5.70点 -1.34点

20代以下(n=22) 6.18点 5.27点 -0.91点

30代(n=37) 6.97点 5.50点 -1.47点

40代(n=60) 6.56点 5.49点 -1.07点

50代(n=68) 6.87点 5.33点 -1.54点

60代(n=48) 7.53点 5.22点 -2.31点

70代以上(n=38) 7.03点 5.24点 -1.79点

金光地区(n=91) 7.02点 5.34点 -1.68点

鴨方地区(n=140) 6.73点 5.33点 -1.40点

寄島地区(n=35) 6.97点 5.61点 -1.36点
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（３）社会とのつながりの満足度 

平均点は、コロナ拡大前が 7.02点、コロナの影響下が 4.70点となっています。増減は△2.32点です。 

性別では増減は、女性が△2.45点と、男性の△2.14 点よりも下げ幅が大きくなっています。 

年齢別では増減は、70代以上が△3.01点と、他の年代より下げ幅が大きくなっています。 

居住地域別では、金光地区が△2.81点と、他の地区より下げ幅が大きくなっています。 

 

 

 

（４）生活の楽しさ・おもしろさの満足度 

平均点は、コロナ拡大前が 7.41点、コロナの影響下が 4.55点となっています。増減は△2.86点です。 

性別では増減は、女性が△3.17点と、男性の△2.51 点よりも下げ幅が大きくなっています。 

年齢別では増減は、70代以上が△3.19点と、他の年代より下げ幅が大きくなっています。 

居住地域別では、金光地区が△3.29点と、他の地区より下げ幅が大きくなっています。 

 

 

  

コロナ拡大前（以前） コロナの影響下（現在） 増減

全体(n=552) 7.02点 4.70点 -2.32点

男性(n=248) 6.91点 4.77点 -2.14点

女性(n=272) 7.11点 4.66点 -2.45点

20代以下(n=36) 7.11点 5.29点 -1.82点

30代(n=46) 7.02点 5.20点 -1.82点

40代(n=65) 6.76点 5.26点 -1.50点

50代(n=82) 6.47点 4.42点 -2.05点

60代(n=97) 7.14点 4.83点 -2.31点

70代以上(n=222) 7.32点 4.31点 -3.01点

金光地区(n=173) 7.22点 4.41点 -2.81点

鴨方地区(n=283) 6.97点 4.95点 -2.02点

寄島地区(n=83) 6.84点 4.57点 -2.27点

コロナ拡大前（以前） コロナの影響下（現在） 増減

全体(n=552) 7.41点 4.55点 -2.86点

男性(n=248) 7.22点 4.71点 -2.51点

女性(n=272) 7.53点 4.36点 -3.17点

20代以下(n=36) 7.72点 4.97点 -2.75点

30代(n=46) 7.44点 4.82点 -2.62点

40代(n=65) 7.35点 4.90点 -2.45点

50代(n=82) 7.12点 4.44点 -2.68点

60代(n=97) 7.34点 4.50点 -2.84点

70代以上(n=222) 7.53点 4.34点 -3.19点

金光地区(n=173) 7.72点 4.43点 -3.29点

鴨方地区(n=283) 7.29点 4.66点 -2.63点

寄島地区(n=83) 7.16点 4.64点 -2.52点
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５ コロナ禍における今後の日常生活について  

問 12 新型コロナウイルス感染症による生活の変化は、どの程度残ると考えますか。当てはまるもの

１つに〇を付けてください。 

 

 全体では、「変化した状態が続く部分も、元に戻る部分も両方ある」が 48.2％と最も高く、「変化し

た状態が概ね続く」が 23.6％、「変化した状態が続き、元の状態には戻らない」が 12.3％、「わからな

い」が 8.7％と続いています。「変化した状態が概ね続く」と「変化した状態が続き、元の状態には戻ら

ない」を合わせた『変化した状態が続く』は 35.9％となっています。 

 性別では『変化した状態が続く』は、女性（38.9％）が男性（33.5％）よりも高くなっています。 

 年齢別では『変化した状態が続く』は、30代で 50.0％と、他の年代より高くなっています。 
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1.8
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2.1

6.3

2.3

3.9

3.6

48.2

50.0

47.4

61.1

37.0

53.8

52.4

54.6

42.3

50.3

46.6

48.2

23.6

23.0

25.7

16.7

39.1

36.9

22.0

21.6

19.4

23.7

24.4

21.7

12.3

10.5

13.2

16.7

10.9

6.2

18.3

10.3

12.6

13.3

10.6

14.5

2.2

2.0

1.8

2.2

2.4

2.1

2.7

1.2

2.1

3.6

8.7

8.9

8.1

5.6

8.7
3.1

3.7

7.2

13.5

6.9

10.6

7.2

1.8

1.2

1.8



2.1

3.2

2.3

1.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

変化は一時的で、大体元に戻る
変化した状態が続く部分も、元に戻る部分も両方ある
変化した状態が概ね続く
変化した状態が続き、元の状態には戻らない
変化していない
わからない
無回答
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問 13 新型コロナウイルス感染症の影響が今後も続いた場合、不安に思うことすべてに○を付けて 

ください。 

 

（１）全体 

 全体では、「外出時の感染リスク」が 79.2％と最も高く、「外出制限」が 65.9％、「交流の機会

減」が 48.6％、「心身の健康悪化」が 43.3％と続いています。 

 

 

  

79.2

65.9

48.6

43.3

35.1

33.9

33.3

28.6

21.9

19.4

15.4

13.8

12.7

12.0

10.7

9.2

8.5

8.3

8.2

6.5

5.8

3.3

2.9

1.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出時の感染リスク

外出制限

交流の機会減

心身の健康悪化

地域活動の停滞

文化芸術に触れる機会減

収入の減少

運動・スポーツの機会減

支出の増加

働き方の変化による負担

衛生用品の入手困難

失業（就業先の経営不振）

情報収集

介護の負担増

学習の機会減

就職・転職活動

休業（無給）

子育ての負担増

進級・進学

学力の低下

過重労働

子どもの預け先確保

特にない

その他

無回答 全体(n=552)
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（２）属性別（上位 10項目） 

性別では、男性で「収入の減少」が 40.3％と、女性より高くなっています。 

年齢別では、「地域活動の停滞」は年齢が上がるほど高くなる傾向にあり（一部年代を除く）、70

代以上で 47.7％となっています。また、「収入の減少」は 30～50代で半数以上となっています。 

 職業別では、自営業で「収入の減少」が 56.3％と、他の職業より高くなっています。 

 

 

  

(％)

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36)

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

【職業別】

自営業(n=48)

会社員・公務員・団体職員(n=164)

専業主婦・専業主夫(n=61)

パート・アルバイト(n=61)

無職(n=196)

0

収
入
の
減
少

運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
の
機
会
減

支
出
の
増
加

働
き
方
の
変
化
に
よ
る
負
担

外
出
時
の
感
染
リ
ス
ク

外
出
制
限

交
流
の
機
会
減

心
身
の
健
康
悪
化

地
域
活
動
の
停
滞

文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
減

79.2 65.9 48.6 43.3 35.1 33.9 33.3 28.6 21.9 19.4

78.2 61.7 45.6 42.3 39.5 31.9 40.3 29.0 23.4 22.6

81.3 69.5 50.7 44.9 30.9 38.6 28.3 29.4 20.6 17.3

77.8 75.0 41.7 47.2 19.4 36.1 33.3 36.1 22.2 44.4

78.3 76.1 50.0 45.7 26.1 30.4 56.5 41.3 34.8 32.6

83.1 75.4 47.7 38.5 24.6 38.5 50.8 32.3 30.8 33.8

75.6 56.1 46.3 42.7 19.5 31.7 52.4 22.0 26.8 28.0

87.6 70.1 48.5 42.3 38.1 36.1 29.9 30.9 22.7 16.5

76.6 61.7 50.9 45.0 47.7 33.3 18.5 25.7 14.9 6.8

82.1 63.0 50.3 42.2 34.1 34.1 34.1 28.3 23.7 17.9

78.1 68.6 50.5 45.2 36.7 37.1 33.2 31.1 23.0 22.6

77.1 62.7 41.0 33.7 33.7 22.9 26.5 21.7 14.5 9.6

79.2 70.8 50.0 45.8 43.8 27.1 56.3 16.7 27.1 29.2

81.1 68.3 49.4 45.7 26.8 35.4 48.2 34.8 29.9 33.5

82.0 62.3 47.5 50.8 34.4 32.8 24.6 21.3 23.0 8.2

82.0 68.9 54.1 49.2 32.8 41.0 49.2 31.1 32.8 26.2

77.0 62.8 47.4 38.8 43.4 32.1 14.8 28.1 12.2 4.6



39 

 

６ 行政に望む対策・取り組みについて 

問 14 新型コロナウイルス感染症の状況や、国・県・市の各種経済支援策等についての情報を、どこ

から得ていましたか。当てはまるものすべてに○を付けてください。 

 

 全体では、「テレビ」が 86.6％と最も高く、「新聞」が 54.5％、「インターネット（SNS以外）」が

35.1％、「広報あさくち」が 31.9％と続いています。 

 年齢別では、「新聞」や「広報あさくち」は、年齢が上がるほど高くなる傾向（一部年代を除く）にあ

る一方、「インターネット（SNS以外）」や「SNS（浅口市以外）」は、年齢が下がるほど高くなる傾向

にあります（一部年代を除く）。 

 

※SNS…ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略称で、登録された利用者同士が交流できるウェブ

サイトの会員制サービスのこと。例として、LINEや Twitter・Facebook などがある 

（％）

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36) 0.0 0.0 0.0

30代(n=46) 0.0 0.0

40代(n=65) 0.0

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83) 0.0

0

無
回
答

テ
レ
ビ

新
聞

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
（

S
N
S
以
外
）

広
報
あ
さ
く
ち

浅
口
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

浅
口
市
作
成
の
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー

国
や
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

ラ
ジ
オ

浅
口
市
の
公
式
L
I
N
E
や
メ
ー

ル
配
信

（

S
N
S
※
）

S
N
S
（

浅
口
市
以
外
）

そ
の
他

86.6 54.5 35.1 31.9 14.9 14.1 13.0 11.2 10.7 6.9 2.0 1.3

83.1 55.2 39.9 31.5 13.3 12.9 11.7 13.3 10.5 7.3 2.4 1.6

89.3 54.0 33.5 31.3 17.3 14.3 15.1 9.2 11.4 7.0 1.8 0.7

75.0 19.4 41.7 11.1 16.7 11.1 5.6 25.0 2.8

71.7 19.6 58.7 21.7 34.8 2.2 26.1 8.7 17.4 15.2

78.5 33.8 60.0 24.6 16.9 1.5 29.2 4.6 13.8 13.8 4.6

84.1 48.8 52.4 18.3 18.3 9.8 18.3 7.3 12.2 9.8 2.4 1.2

88.7 57.7 39.2 32.0 14.4 15.5 12.4 12.4 11.3 3.1 4.1 2.1

93.7 75.2 14.4 45.0 9.0 23.9 4.5 16.7 8.6 0.5 0.9 1.4

86.7 56.1 38.7 31.2 20.2 14.5 12.1 14.5 11.0 5.8 2.9 1.7

84.5 54.8 36.0 32.9 13.8 13.4 15.9 9.9 12.7 8.1 1.8 1.1

92.8 50.6 22.9 30.1 9.6 15.7 6.0 10.8 4.8 4.8 1.2
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問 15 新型コロナウイルス感染症対策として、浅口市に求める施策・取り組みについて、当てはまる 

ものすべてに○を付けてください。 

 

 全体では、「積極的な情報発信」が 61.2％と最も高く、「家庭への経済支援」が 45.7％、「高齢者・

障がい者（児）への支援」が 38.6％、「生活困窮者への支援」が 34.2％と続いています。 

 年齢別では、40代以下で「家庭への経済支援」が６割以上と高くなっています。また、「高齢者・障

がい者（児）への支援」は、年齢が上がるほど高くなる傾向にあります（一部年代を除く）。 

 

 

  

(％)

全体(n=552)

【性別】

男性(n=248)

女性(n=272)

【年齢別】

20代以下(n=36) 0.0

30代(n=46)

40代(n=65)

50代(n=82)

60代(n=97)

70代以上(n=222)

【居住地域別】

金光地区(n=173)

鴨方地区(n=283)

寄島地区(n=83)

0

中
小
企
業
等
地
域
経
済
支
援

I
C
T
活
用
等
の
教
育
環
境
の
整
備

そ
の
他

無
回
答

積
極
的
な
情
報
発
信

家
庭
へ
の
経
済
支
援

高
齢
者
・
障
が
い
者
（

児
）

へ
の
支
援

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

相
談
窓
口
の
増
設
・
強
化

衛
生
用
品
の
配
布

61.2 45.7 38.6 34.2 20.7 18.8 18.7 8.3 3.4 4.5

64.9 45.2 40.7 33.9 19.4 14.1 18.1 8.1 3.2 3.2

57.7 46.0 36.8 34.9 21.3 23.2 20.2 9.6 3.7 5.1

63.9 61.1 19.4 36.1 13.9 13.9 27.8 11.1 2.8

47.8 69.6 32.6 39.1 13.0 30.4 21.7 13.0 8.7 4.3

61.5 64.6 32.3 38.5 20.0 32.3 29.2 21.5 3.1 1.5

69.5 40.2 20.7 35.4 23.2 23.2 22.0 8.5 3.7 6.1

61.9 54.6 47.4 38.1 23.7 14.4 23.7 7.2 3.1 5.2

60.8 31.5 47.3 29.7 21.2 14.0 10.4 3.6 2.7 5.0

60.7 55.5 42.2 37.6 17.9 19.7 15.6 4.6 3.5 4.0

61.8 41.7 37.5 33.6 21.9 19.4 19.8 11.3 3.5 4.9

61.4 34.9 34.9 28.9 21.7 15.7 21.7 6.0 3.6 4.8
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７ 浅口市のこれまでの取り組みについて  

問 16 平成 28年度に策定した「第２次浅口市総合計画・前期基本計画（平成 29年度～令和３年度）」

に基づき実施されてきた市の取り組みについて、施策ごとの重要度と満足度をお尋ねします。 

（１）重要度 

①平均点比較 

「重視している」を５点、「やや重視している」を４点、「どちらともいえない」を３点、「あまり重視

していない」を２点、「重視していない」を１点とした平均点（重要度）は、以下のとおりです。 

＜みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実＞が 4.09点と最も高く、＜治山・治水などの防

災対策の推進＞（4.07点）や＜安全を確保する防災体制の整備＞（4.05点）といった防災関連の項目が

続いています。全体の平均点は、3.69点です。 

 重要度（平均点）  

 

4.09 

4.07 

4.05 

4.00 

3.93 

3.92 

3.89 

3.89 

3.85 

3.81 

3.78 

3.76 

3.75 

3.75 

3.72 

3.72 

3.71 

3.68 

3.62 

3.60 

3.54 

3.51 

3.50 

3.48 

3.46 

3.46 

3.43 

3.39 

3.38 

3.36 

3.29 

3.0 3.5 4.0 4.5

みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実

治山・治水などの防災対策の推進

安全を確保する防災体制の整備

生活安全対策の推進

資源・エネルギーの循環型社会の形成

安心して産み育てることができる子育て支援の充実

生きがいを持って暮らせる高齢者福祉の充実

幼児教育・学校教育の充実

戦略的で健全な財政運営

豊かな人生を育む生涯学習の充実

都市・生活基盤としての上・下水道の整備

ゆとりある住環境の整備

豊かな自然環境の保全と環境教育の推進

開かれた役所と効率的な行政機構の推進

広域・地域間交流を担う道路網の整備

市民生活の利便性向上のための公共交通体系の充実

市民相互に支え合う地域福祉の充実

互いに理解しともに生きる障がい者福祉の充実

都市的土地利用を促す市街地の整備

計画的な土地利用の推進

楽しさとにぎわいを創出する商業の振興

移住・定住の促進

スポーツ活動の振興

だれもが活躍できる社会の実現

６次産業化や起業支援などによる新たな活力の創出

資源を磨き個性を輝かせる観光の振興

工業団地を中心にした工業振興と地場産業の育成

協働のまちづくりのための市民参画推進

多様な地域資源を活かした農林漁業の振興

歴史文化の保全活用と芸術文化の振興

グローバルな感性を育む国際交流の促進

全体(n=552)
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②回答比較 

 各項目の回答は以下のとおりです（本ページと次ページに分けて表示しています）。 

「重視している」と「やや重視している」を合わせた『重視』の割合をみると、＜みんなの健康づく

りのための保健・医療体制の充実＞が 70.6％と最も高く、＜治山・治水などの防災対策の推進＞が 65.4％、

＜安全を確保する防災体制の整備＞が 65.0％と続いています。 

 

 重要度（割合①）  

 

  

※【地域資源の活用と産業力の強化】は【地域資源の活用と新たなビジネスの展開による産業力の強化】

の略 

  

4.2

3.4

2.5

3.3

2.5

2.7

1.3

2.5

1.4

2.2

2.5

1.8

2.0

2.4

3.4

3.8

7.8

7.6

7.8

7.2

9.1

7.6

3.6

4.2

4.0

4.7

4.2

3.1

3.1

7.8

7.8

8.2

35.1

35.5

31.5

34.6

32.6

35.0

15.4

29.7

23.2

23.7

31.5

26.1

25.9

35.7

41.8

42.8

30.1

28.8

30.4

29.3

31.0

23.9

36.4

32.6

29.5

28.8

30.1

26.8

36.1

28.3

23.6

23.0

9.4

11.8

14.9

12.3

11.8

16.1

34.2

20.1

28.3

30.3

19.4

28.4

21.2

14.3

11.4

9.1

13.4

12.9

12.9

13.2

13.0

14.7

9.1

10.9

13.6

10.3

12.3

13.8

11.8

11.6

12.0

13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【地域資源の活用と産業力の強化】

多様な地域資源を活かした農林漁業の振興

工業団地を中心にした工業振興と地場産業の育成

楽しさとにぎわいを創出する商業の振興

６次産業化や起業支援などによる新たな活力の創出

【新たな観光展開と移住・定住の促進】

資源を磨き個性を輝かせる観光の振興

移住・定住の促進

【だれもが健やかに暮らし支え合う地域づくり】

みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実

市民相互に支え合う地域福祉の充実

安心して産み育てることができる子育て支援の充実

生きがいを持って暮らせる高齢者福祉の充実

互いに理解しともに生きる障がい者福祉の充実

【夢を育む教育と地域文化の振興】

幼児教育・学校教育の充実

豊かな人生を育む生涯学習の充実

スポーツ活動の振興

歴史文化の保全活用と芸術文化の振興

グローバルな感性を育む国際交流の促進

重視していない あまり重視していない どちらともいえない やや重視している 重視している 無回答
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 重要度（割合②）  

 

 

  

1.8

1.3

1.1

1.1

1.1

2.2

2.2

2.0

3.3

2.7

1.4

3.3

2.5

2.7

2.0

3.4

2.9

2.5

2.7

2.2

5.3

6.0

4.5

6.2

4.7

4.7

7.1

5.3

2.5

2.9

29.0

23.2

20.7

20.3

22.8

34.4

32.4

28.6

26.1

25.7

28.1

39.3

39.9

31.5

28.1

33.7

35.7

31.3

30.1

31.9

28.4

29.3

32.4

31.3

34.2

31.9

28.6

26.1

28.3

26.6

19.7

26.3

33.7

35.3

30.6

16.7

17.8

19.6

22.8

21.6

22.3

9.4

13.0

22.5

26.8

12.3

10.7

10.7

10.5

11.4

13.0

12.3

12.9

10.3

11.1

11.6

12.3

13.2

12.5

13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【自然と共生した安心・安全なまちづくりの推進】

豊かな自然環境の保全と環境教育の推進

資源・エネルギーの循環型社会の形成

安全を確保する防災体制の整備

治山・治水などの防災対策の推進

生活安全対策の推進

【快適で利便性の高い都市・生活空間の整備】

計画的な土地利用の推進

都市的土地利用を促す市街地の整備

広域・地域間交流を担う道路網の整備

市民生活の利便性向上のための公共交通体系の充実

ゆとりある住環境の整備

都市・生活基盤としての上・下水道の整備

【住民自治と協働の推進】

協働のまちづくりのための市民参画推進

だれもが活躍できる社会の実現

【効果的・戦略的な行財政の運営】

開かれた役所と効率的な行政機構の推進

戦略的で健全な財政運営

重視していない あまり重視していない どちらともいえない やや重視している 重視している 無回答
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③属性別重要度（上位５項目） 

ア）性別 

男女ともに上位３位までの項目は、＜みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実＞、＜治山・

治水などの防災対策の推進＞、＜安全を確保する防災体制の整備＞となっています。 

男性では＜戦略的で健全な財政運営＞が５位に、女性では＜安心して産み育てることができる子育て

支援の充実＞が４位に入っています。 

 

 重要度（性別・上位５項目）  

 

 

イ）居住地区別 

すべての地区で上位３位は、＜みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実＞、＜治山・治水

などの防災対策の推進＞、＜安全を確保する防災体制の整備＞となっています。 

 

 重要度（居住地区別・上位５項目）  

 

 

【男性】

1 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 4.03

安全を確保する防災体制の整備

治山・治水などの防災対策の推進

4 生活安全対策の推進 3.99

5 戦略的で健全な財政運営 3.87

【女性】

1 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 4.19

2 治山・治水などの防災対策の推進 4.18

3 安全を確保する防災体制の整備 4.13

安心して産み育てることができる子育て支援の充実

生活安全対策の推進

4.00

4.06

2

4

【金光地区】

1 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 4.10

2 治山・治水などの防災対策の推進 4.07

3 安全を確保する防災体制の整備 4.03

4 生活安全対策の推進 4.00

5 安心して産み育てることができる子育て支援の充実 3.95

【鴨方地区】

1 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 4.16

2 治山・治水などの防災対策の推進 4.12

3 安全を確保する防災体制の整備 4.08

4 生活安全対策の推進 4.07

5 資源・エネルギーの循環型社会の形成 4.03

【寄島地区】

1 安全を確保する防災体制の整備 3.97

2 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 3.88

治山・治水などの防災対策の推進

都市・生活基盤としての上・下水道の整備

5 資源・エネルギーの循環型社会の形成 3.83

3.873
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ウ）年齢別 

すべての年代で上位５位までに、＜みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実＞、＜治山・

治水などの防災対策の推進＞、＜安全を確保する防災体制の整備＞が入っています。 

また、他の年代にない項目として、20代以下では＜豊かな人生を育む生涯学習の充実＞、20～40代で

は＜安心して産み育てることができる子育て支援の充実＞、40 代では＜幼児教育・学校教育の充実＞、

50～60代では＜生きがいを持って暮らせる高齢者福祉の充実＞が入っており、ライフサイクルに沿った

施策の重要度が高くなる傾向が読み取れます。 

 

 重要度（年齢別・上位５項目）  

 

  

【20代以下】

1 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 4.11

2 安心して産み育てることができる子育て支援の充実 3.97

安全を確保する防災体制の整備

治山・治水などの防災対策の推進

5 豊かな人生を育む生涯学習の充実 3.89

【30代】

1 安心して産み育てることができる子育て支援の充実 4.34

2 治山・治水などの防災対策の推進 4.27

3 生活安全対策の推進 4.23

4 安全を確保する防災体制の整備 4.21

5 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 4.20

【40代】

1 安心して産み育てることができる子育て支援の充実 4.10

2 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 4.08

3 治山・治水などの防災対策の推進 4.03

4 幼児教育・学校教育の充実 4.02

5 安全を確保する防災体制の整備 3.94

【50代】

1 治山・治水などの防災対策の推進 4.05

2 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 4.04

3 安全を確保する防災体制の整備 4.02

生きがいを持って暮らせる高齢者福祉の充実

生活安全対策の推進

【60代】

1 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 4.17

2 治山・治水などの防災対策の推進 4.09

3 安全を確保する防災体制の整備 4.03

4 生活安全対策の推進 4.01

5 生きがいを持って暮らせる高齢者福祉の充実 4.00

【70代以上】

1 資源・エネルギーの循環型社会の形成 4.10

安全を確保する防災体制の整備

生活安全対策の推進

4 治山・治水などの防災対策の推進 4.06

5 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 4.05

3.94

3.86

4.09

3

4

2
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（２）満足度 

①平均点比較 

「満足している」を５点、「やや満足している」を４点、「どちらともいえない」を３点、「やや不満で

ある」を２点、「不満である」を１点とした平均点（満足度）は、以下のとおりです。 

＜資源・エネルギーの循環型社会の形成＞が 3.33点と最も高く、＜都市・生活基盤としての上・下水

道の整備＞が 3.28点、＜幼児教育・学校教育の充実＞が 3.20点と続いています。 

全体の平均点は、3.04点です。 

 

 満足度（平均点）  

 

3.33 

3.28 

3.20 

3.18 

3.17 

3.13 

3.11 

3.10 

3.10 

3.09 

3.08 

3.08 

3.07 

3.07 

3.06 

3.06 

3.04 

3.04 

3.03 

3.02 

3.01 

2.99 

2.97 

2.97 

2.96 

2.89 

2.87 

2.86 

2.86 

2.81 

2.77 

2.5 3.0 3.5 4.0

資源・エネルギーの循環型社会の形成

都市・生活基盤としての上・下水道の整備

幼児教育・学校教育の充実

豊かな人生を育む生涯学習の充実

みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実

安心して産み育てることができる子育て支援の充実

スポーツ活動の振興

豊かな自然環境の保全と環境教育の推進

広域・地域間交流を担う道路網の整備

市民相互に支え合う地域福祉の充実

歴史文化の保全活用と芸術文化の振興

協働のまちづくりのための市民参画推進

生活安全対策の推進

だれもが活躍できる社会の実現

安全を確保する防災体制の整備

都市的土地利用を促す市街地の整備

互いに理解しともに生きる障がい者福祉の充実

市民生活の利便性向上のための公共交通体系の充実

グローバルな感性を育む国際交流の促進

生きがいを持って暮らせる高齢者福祉の充実

工業団地を中心にした工業振興と地場産業の育成

多様な地域資源を活かした農林漁業の振興

治山・治水などの防災対策の推進

開かれた役所と効率的な行政機構の推進

戦略的で健全な財政運営

資源を磨き個性を輝かせる観光の振興

６次産業化や起業支援などによる新たな活力の創出

移住・定住の促進

計画的な土地利用の推進

楽しさとにぎわいを創出する商業の振興

ゆとりある住環境の整備
全体(n=552)
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②回答比較 

各項目の回答は以下のとおりです（本ページと次ページに分けて表示しています）。 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた『満足』の割合をみると、＜資源・エネルギー

の循環型社会の形成＞が 34.2％と最も高く、＜都市・生活基盤としての上・下水道の整備＞が 32.8％、

＜豊かな人生を育む生涯学習の充実＞が 26.8％と続いています。 

 

 満足度（割合①）  

 

  

※【地域資源の活用と産業力の強化】は【地域資源の活用と新たなビジネスの展開による産業力の強化】

の略 

  

2.2

2.7

5.6

4.9

3.6

4.5

4.0

2.2

2.5

4.0

2.0

2.2

2.5

2.2

2.7

2.2

8.3

9.8

16.7

11.1

13.8

13.2

12.5

8.5

9.8

12.1

7.8

6.7

8.5

8.3

4.3

6.3

64.7

59.2

53.4

61.6

58.0

57.8

42.2

59.2

51.1

53.4

64.1

52.4

49.5

58.0

66.1

67.0

9.4

13.0

9.2

7.6

9.8

8.5

25.5

15.4

17.9

16.1

11.1

20.7

23.9

16.1

10.5

8.2

1.3

1.6

1.3

1.1

1.1

0.9

5.3

2.9

4.2

3.1

2.2

3.6

2.9

2.9

3.3

2.4

14.1

13.6

13.8

13.8

13.8

15.0

10.5

11.8

14.5

11.2

12.9

14.5

12.7

12.5

13.0

13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【地域資源の活用と産業力の強化】

多様な地域資源を活かした農林漁業の振興

工業団地を中心にした工業振興と地場産業の育成

楽しさとにぎわいを創出する商業の振興

６次産業化や起業支援などによる新たな活力の創出

【新たな観光展開と移住・定住の促進】

資源を磨き個性を輝かせる観光の振興

移住・定住の促進

【だれもが健やかに暮らし支え合う地域づくり】

みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実

市民相互に支え合う地域福祉の充実

安心して産み育てることができる子育て支援の充実

生きがいを持って暮らせる高齢者福祉の充実

互いに理解しともに生きる障がい者福祉の充実

【夢を育む教育と地域文化の振興】

幼児教育・学校教育の充実

豊かな人生を育む生涯学習の充実

スポーツ活動の振興

歴史文化の保全活用と芸術文化の振興

グローバルな感性を育む国際交流の促進

不満である やや不満である どちらともいえない やや満足している 満足している 無回答
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 満足度（割合②）  

 

 

  

2.4

2.4

4.7

4.5

3.4

4.0

3.3

3.1

6.9

8.7

4.0

1.6

1.6

4.5

3.8

8.2

8.2

12.0

15.9

11.6

14.9

13.6

14.9

13.9

18.5

10.0

6.5

7.4

11.4

10.7

57.6

44.4

49.3

49.5

51.8

58.0

48.0

42.6

41.7

46.4

40.8

63.8

62.5

56.0

58.5

14.5

26.4

19.0

15.6

18.8

7.6

18.3

21.7

21.7

13.0

23.0

11.1

12.1

11.8

10.0

3.6

7.8

3.6

3.4

3.1

1.6

3.4

3.8

4.7

1.4

9.8

2.7

2.2

3.1

2.4

13.8

10.9

11.4

11.1

11.2

13.9

13.4

13.9

11.1

12.0

12.5

14.3

14.1

13.2

14.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【自然と共生した安心・安全なまちづくりの推進】

豊かな自然環境の保全と環境教育の推進

資源・エネルギーの循環型社会の形成

安全を確保する防災体制の整備

治山・治水などの防災対策の推進

生活安全対策の推進

【快適で利便性の高い都市・生活空間の整備】

計画的な土地利用の推進

都市的土地利用を促す市街地の整備

広域・地域間交流を担う道路網の整備

市民生活の利便性向上のための公共交通体系の充実

ゆとりある住環境の整備

都市・生活基盤としての上・下水道の整備

【住民自治と協働の推進】

協働のまちづくりのための市民参画推進

だれもが活躍できる社会の実現

【効果的・戦略的な行財政の運営】

開かれた役所と効率的な行政機構の推進

戦略的で健全な財政運営

不満である やや不満である どちらともいえない やや満足している 満足している 無回答



49 

 

③属性別満足度（上位５項目） 

ア）性別 

男女ともに上位５位までの項目に違いはみられず、＜資源・エネルギーの循環型社会の形成＞、＜都

市・生活基盤としての上・下水道の整備＞、＜幼児教育・学校教育の充実＞、＜豊かな人生を育む生涯

学習の充実＞、＜みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実＞となっています。 

 

 満足度（性別・上位５項目）  

 

 

イ）居住地区別 

すべての地区で上位２位までの項目に違いはみられず、＜資源・エネルギーの循環型社会の形成＞、

＜都市・生活基盤としての上・下水道の整備＞となっています。 

 寄島地区では、上位５位までに＜幼児教育・学校教育の充実＞が入っていません。 

 

 満足度（居住地区別・上位５項目）  

 

  

【男性】

1 資源・エネルギーの循環型社会の形成 3.31

2 都市・生活基盤としての上・下水道の整備 3.30

3 幼児教育・学校教育の充実 3.17

4 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 3.16

5 豊かな人生を育む生涯学習の充実 3.15

【女性】

1 資源・エネルギーの循環型社会の形成 3.31

2 都市・生活基盤としての上・下水道の整備 3.27

3 幼児教育・学校教育の充実 3.23

4 豊かな人生を育む生涯学習の充実 3.22

5 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 3.20

【金光地区】

資源・エネルギーの循環型社会の形成

都市・生活基盤としての上・下水道の整備

3 幼児教育・学校教育の充実 3.21

4 豊かな人生を育む生涯学習の充実 3.17

5 安心して産み育てることができる子育て支援の充実 3.14

【鴨方地区】

1 資源・エネルギーの循環型社会の形成 3.38

2 都市・生活基盤としての上・下水道の整備 3.24

3 豊かな人生を育む生涯学習の充実 3.23

みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実

幼児教育・学校教育の充実

【寄島地区】

1 都市・生活基盤としての上・下水道の整備 3.54

2 資源・エネルギーの循環型社会の形成 3.29

3 広域・地域間交流を担う道路網の整備 3.20

4 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 3.16

5 生活安全対策の推進 3.14

4

3.24

3.22

1
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ウ）年齢別 

他の年代にない項目として、20代以下では＜広域・地域間交流を担う道路網の整備＞、＜協働のまち

づくりのための市民参画推進＞、30代では＜歴史文化の保全活用と芸術文化の振興＞、＜スポーツ活動

の振興＞、＜市民相互に支え合う地域福祉の充実＞がそれぞれ上位５位までに入っています。 

 

 満足度（年齢別・上位５項目）  

 

  

【20代以下】

1 都市・生活基盤としての上・下水道の整備 3.34

幼児教育・学校教育の充実

広域・地域間交流を担う道路網の整備

4 協働のまちづくりのための市民参画推進 3.24

5 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 3.20

【30代】

1 資源・エネルギーの循環型社会の形成 3.19

2 歴史文化の保全活用と芸術文化の振興 3.17

3 スポーツ活動の振興 3.16

市民相互に支え合う地域福祉の充実

安心して産み育てることができる子育て支援の充実

【40代】

1 資源・エネルギーの循環型社会の形成 3.29

2 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 3.26

幼児教育・学校教育の充実

都市・生活基盤としての上・下水道の整備

5 安心して産み育てることができる子育て支援の充実 3.21

【50代】

1 資源・エネルギーの循環型社会の形成 3.21

安心して産み育てることができる子育て支援の充実

都市・生活基盤としての上・下水道の整備

4 幼児教育・学校教育の充実 3.12

5 豊かな自然環境の保全と環境教育の推進 3.11

【60代】

1 資源・エネルギーの循環型社会の形成 3.46

豊かな人生を育む生涯学習の充実

都市・生活基盤としての上・下水道の整備

4 幼児教育・学校教育の充実 3.21

豊かな自然環境の保全と環境教育の推進

都市的土地利用を促す市街地の整備

【70代以上】

1 都市・生活基盤としての上・下水道の整備 3.47

2 資源・エネルギーの循環型社会の形成 3.39

3 みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実 3.31

4 豊かな人生を育む生涯学習の充実 3.27

5 幼児教育・学校教育の充実 3.26

5

3.26

3.14

3.24

3.14

3.22

3.15

2

4

3

2

2
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（３）分野別満足度・重要度 

分野ごとの平均点を算出し、重要度（横軸）と満足度（縦軸）上にプロットしたグラフです。 

グラフでは、「各分野の重要度」が横軸で示されます。右の方にプロットされている分野は重要度が高

いといえます。また、「各分野の満足度」が縦軸で示され、上の方にプロットされている分野はすでに満

足度が高いといえます。 

このグラフに各項目をプロットすることで、優先的な改善項目を明らかにできます。優先的改善領域

となるのはグラフの右下です。この領域では、「重要度」は高く、「満足度」が低いことが示されます。 

 

８つの施策分野をみると、優先的改善領域には《快適で利便性の高い都市・生活空間の整備》、《効果

的・戦略的な行財政の運営》がプロットされることがわかります。 

 

 満足度と重要度＜全体（各分野の平均値）＞  

 

  

  

　

　

地域資源の活用と

産業力の強化

新たな観光展開と

移住・定住の促進

だれもが健やかに

暮らし支え合う
地域づくり

夢を育む教育と

地域文化の振興

自然と共生した

安心・安全な

まちづくりの推進

快適で利便性の高い

都市・生活空間の整備

住民自治と

協働の推進

効果的・戦略的

な行財政の運営

2.80

3.00

3.20

3.35 3.55 3.75 3.95

満
足
度

高

重要度 高

満足度 高 / 重要度 低 満足度 高 / 重要度 高

満足度 低 / 重要度 高満足度 低 / 重要度 低
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 前ページと同様の手法で、各分野内の項目を重要度（横軸）と満足度（縦軸）上にプロットすること

で、各分野内での優先的な改善項目を明らかにします。なお、中心の◆は全体の平均点（重要度 3.69点、

満足度 3.04点）です。 

 

①地域資源の活用と新たなビジネスの展開による産業力の強化 

 地域資源の活用と新たなビジネスの展開による産業力の強化分野では、優先的改善領域にプロットさ

れる項目はみられません。 

すべての項目が、「重要度」が低く、「満足度」が低い領域にプロットされています。 

 

 満足度と重要度＜地域資源の活用と新たなビジネスの展開による産業力の強化＞  

 

 

  

　

　

多様な地域資源を

活かした農林漁業
の振興

工業団地を中心にした工業振興

と地場産業の育成

楽しさとにぎわいを創出

する商業の振興

６次産業化や起業

支援などによる

新たな活力の創出

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.25 3.45 3.65 3.85 4.05

満
足
度

高

重要度 高

満足度 高 / 重要度 低 満足度 高 / 重要度 高

満足度 低 / 重要度 高満足度 低 / 重要度 低
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■（参考）属性別平均点 

 

 重要度＜地域資源の活用と新たなビジネスの展開による産業力の強化＞（属性別）  

 

 

 満足度＜地域資源の活用と新たなビジネスの展開による産業力の強化＞（属性別）  

 

  

多様な地域資
源を活かした
農林漁業の振
興

工業団地を中
心にした工業
振興と地場産
業の育成

楽しさとにぎ
わいを創出す
る商業の振興

６次産業化や
起業支援など
による新たな
活力の創出

3.38 3.43 3.54 3.46

男性 3.25 3.45 3.51 3.46

女性 3.51 3.42 3.61 3.49

20代以下 3.26 2.74 3.62 3.24

30代 3.48 3.14 3.66 3.41

40代 3.44 3.40 3.58 3.53

50代 3.31 3.43 3.51 3.44

60代 3.49 3.57 3.61 3.48

70代以上 3.33 3.59 3.48 3.51

金光地区 3.25 3.38 3.54 3.37

鴨方地区 3.49 3.50 3.60 3.56

寄島地区 3.31 3.35 3.42 3.40

全体

性別

年齢別

居住
地域別

多様な地域資
源を活かした
農林漁業の振
興

工業団地を中
心にした工業
振興と地場産
業の育成

楽しさとにぎ
わいを創出す
る商業の振興

６次産業化や
起業支援など
による新たな
活力の創出

2.99 3.01 2.81 2.87

男性 3.00 3.04 2.78 2.86

女性 2.97 2.97 2.83 2.88

20代以下 3.03 3.03 2.67 3.03

30代 2.95 3.00 2.67 2.86

40代 3.10 3.05 2.69 2.84

50代 3.06 2.93 2.74 2.78

60代 2.94 2.96 2.80 2.89

70代以上 2.95 3.07 2.96 2.89

金光地区 2.97 3.00 2.69 2.89

鴨方地区 2.99 3.02 2.88 2.87

寄島地区 3.04 3.03 2.85 2.89

全体

性別

年齢別

居住
地域別
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②新たな観光展開と移住・定住の促進 

 新たな観光展開と移住・定住の促進分野では、優先的改善領域にプロットされる項目はみられません。 

すべての項目が、「重要度」が低く、「満足度」が低い領域にプロットされています。 

 

 満足度と重要度＜新たな観光展開と移住・定住の促進＞  

 

 

  

　

　

資源を磨き

個性を輝かせる
観光の振興

移住・定住の促進

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.25 3.45 3.65 3.85 4.05

満
足
度

高

重要度 高

満足度 高 / 重要度 低 満足度 高 / 重要度 高

満足度 低 / 重要度 高満足度 低 / 重要度 低
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■（参考）属性別平均点 

 

 重要度＜新たな観光展開と移住・定住の促進＞（属性別）  

 

 

 満足度＜新たな観光展開と移住・定住の促進＞（属性別）  

 

  

資源を磨き個
性を輝かせる
観光の振興

移住・定住の
促進

3.46 3.51

男性 3.47 3.59

女性 3.46 3.48

20代以下 3.56 3.56

30代 3.39 3.31

40代 3.50 3.58

50代 3.44 3.51

60代 3.53 3.50

70代以上 3.44 3.52

金光地区 3.46 3.45

鴨方地区 3.50 3.57

寄島地区 3.43 3.47

全体

性別

年齢別

居住
地域別

資源を磨き個
性を輝かせる
観光の振興

移住・定住の
促進

2.89 2.86

男性 2.90 2.80

女性 2.89 2.91

20代以下 2.88 2.94

30代 2.84 2.98

40代 2.95 2.92

50代 2.83 2.81

60代 2.85 2.78

70代以上 2.95 2.85

金光地区 2.82 2.82

鴨方地区 2.95 2.90

寄島地区 2.88 2.85

全体

性別

年齢別

居住
地域別
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③だれもが健やかに暮らし支え合う地域づくり 

だれもが健やかに暮らし支え合う地域づくり分野では、優先的改善領域に＜生きがいを持って暮らせ

る高齢者福祉の充実＞がプロットされています。 

また、＜みんなの健康づくりのための保健・医療体制の充実＞、＜安心して産み育てることができる

子育て支援の充実＞、＜市民相互に支え合う地域福祉の充実＞の３項目が、「重要度」が高く、「満足度」

が高い領域（重点維持領域）にプロットされています。 

 

 満足度と重要度＜子育て・学校教育＞  

 

 

  

　

　

みんなの健康づくりのための

保健・医療体制の充実市民相互に支え合う

地域福祉の充実

安心して産み育てる

ことができる

子育て支援の充実

生きがいを持って暮らせる

高齢者福祉の充実

互いに理解しともに生きる

障がい者福祉の充実

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.25 3.45 3.65 3.85 4.05

満
足
度

高

重要度 高

満足度 高 / 重要度 低 満足度 高 / 重要度 高

満足度 低 / 重要度 高満足度 低 / 重要度 低
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■（参考）属性別平均点 

 

 重要度＜だれもが健やかに暮らし支え合う地域づくり＞（属性別）  

 

 

 満足度＜だれもが健やかに暮らし支え合う地域づくり＞（属性別）  

 

  

みんなの健康
づくりのため
の保健・医療
体制の充実

市民相互に支
え合う地域福
祉の充実

安心して産み
育てることが
できる子育て
支援の充実

生きがいを
持って暮らせ
る高齢者福祉
の充実

互いに理解し
ともに生きる
障がい者福祉
の充実

4.09 3.71 3.92 3.89 3.68

男性 4.03 3.59 3.80 3.83 3.56

女性 4.19 3.85 4.06 3.97 3.82

20代以下 4.11 3.40 3.97 3.54 3.68

30代 4.20 3.77 4.34 3.60 3.55

40代 4.08 3.85 4.10 3.84 3.74

50代 4.04 3.57 3.78 3.86 3.61

60代 4.17 3.73 3.87 4.00 3.76

70代以上 4.05 3.77 3.82 4.02 3.68

金光地区 4.10 3.69 3.95 3.81 3.63

鴨方地区 4.16 3.80 3.94 3.99 3.72

寄島地区 3.88 3.55 3.81 3.80 3.75

全体

性別

年齢別

居住
地域別

みんなの健康
づくりのため
の保健・医療
体制の充実

市民相互に支
え合う地域福
祉の充実

安心して産み
育てることが
できる子育て
支援の充実

生きがいを
持って暮らせ
る高齢者福祉
の充実

互いに理解し
ともに生きる
障がい者福祉
の充実

3.17 3.09 3.13 3.02 3.04

男性 3.16 3.07 3.07 2.97 3.04

女性 3.20 3.12 3.18 3.06 3.04

20代以下 3.20 3.09 3.11 3.00 3.09

30代 2.95 3.14 3.14 3.09 3.02

40代 3.26 3.03 3.21 2.98 3.00

50代 2.96 3.02 3.14 2.98 2.99

60代 3.11 3.09 3.09 2.98 3.03

70代以上 3.31 3.13 3.12 3.06 3.07

金光地区 3.13 3.12 3.14 3.08 3.11

鴨方地区 3.22 3.10 3.14 3.00 3.01

寄島地区 3.16 3.05 3.10 3.01 3.07

全体

性別

年齢別

居住
地域別
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④夢を育む教育と地域文化の振興 

 夢を育む教育と地域文化の振興分野では、優先的改善領域にプロットされる項目はみられません。 

＜幼児教育・学校教育の充実＞と＜豊かな人生を育む生涯学習の充実＞の２項目が、「重要度」が高く、

「満足度」が高い領域（重点維持領域）にプロットされています。 

 

 満足度と重要度＜夢を育む教育と地域文化の振興＞  

 

 

  

　

　
幼児教育・

学校教育の充実

豊かな人生を育む

生涯学習の充実

スポーツ活動の振興

歴史文化の保全活用と

芸術文化の振興

グローバルな感性を育む

国際交流の促進

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.25 3.45 3.65 3.85 4.05

満
足
度

高

重要度 高

満足度 高 / 重要度 低 満足度 高 / 重要度 高

満足度 低 / 重要度 高満足度 低 / 重要度 低
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■（参考）属性別平均点 

 

 重要度＜夢を育む教育と地域文化の振興＞（属性別）  

 

 

 満足度＜夢を育む教育と地域文化の振興＞（属性別）  

 

  

幼児教育・学
校教育の充実

豊かな人生を
育む生涯学習
の充実

スポーツ活動
の振興

歴史文化の保
全活用と芸術
文化の振興

グローバルな
感性を育む国
際交流の促進

3.89 3.81 3.50 3.36 3.29

男性 3.83 3.72 3.40 3.23 3.19

女性 3.97 3.92 3.58 3.48 3.41

20代以下 3.86 3.89 3.57 3.11 3.26

30代 4.14 4.00 3.68 3.36 3.20

40代 4.02 3.81 3.58 3.35 3.39

50代 3.75 3.72 3.46 3.38 3.26

60代 3.82 3.71 3.36 3.38 3.28

70代以上 3.90 3.84 3.52 3.39 3.31

金光地区 3.90 3.82 3.51 3.35 3.30

鴨方地区 3.93 3.87 3.55 3.43 3.33

寄島地区 3.77 3.61 3.37 3.21 3.22

全体

性別

年齢別

居住
地域別

幼児教育・学
校教育の充実

豊かな人生を
育む生涯学習
の充実

スポーツ活動
の振興

歴史文化の保
全活用と芸術
文化の振興

グローバルな
感性を育む国
際交流の促進

3.20 3.18 3.11 3.08 3.03

男性 3.17 3.15 3.10 3.10 3.05

女性 3.23 3.22 3.12 3.07 3.00

20代以下 3.26 3.14 3.03 3.00 3.15

30代 2.98 3.00 3.16 3.17 3.05

40代 3.24 3.19 3.13 3.10 3.03

50代 3.12 3.07 3.04 3.06 2.99

60代 3.21 3.22 3.12 3.09 3.00

70代以上 3.26 3.27 3.12 3.09 3.03

金光地区 3.21 3.17 3.12 3.01 2.99

鴨方地区 3.22 3.23 3.13 3.14 3.06

寄島地区 3.11 3.07 3.00 3.05 2.97

全体

性別

年齢別

居住
地域別
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⑤自然と共生した安心・安全なまちづくりの推進 

自然と共生した安心・安全なまちづくりの推進分野では、優先的改善領域に＜治山・治水などの防災

対策の推進＞がプロットされています。 

また、＜豊かな自然環境の保全と環境教育の推進＞、＜資源・エネルギーの循環型社会の形成＞、＜

安全を確保する防災体制の整備＞、＜生活安全対策の推進＞の４項目が、「重要度」が高く、「満足度」

が高い領域（重点維持領域）にプロットされています。 

 

 満足度と重要度＜自然と共生した安心・安全なまちづくりの推進＞  

 

 

  

　

　
豊かな自然環境の保全と

環境教育の推進

資源・エネルギーの

循環型社会の形成

安全を確保する

防災体制の整備

治山・治水などの

防災対策の推進

生活安全対策の推進

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.25 3.45 3.65 3.85 4.05

満
足
度

高

重要度 高

満足度 高 / 重要度 低 満足度 高 / 重要度 高

満足度 低 / 重要度 高満足度 低 / 重要度 低
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■（参考）属性別平均点 

 

 重要度＜自然と共生した安心・安全なまちづくりの推進＞（属性別）  

 

 

 満足度＜自然と共生した安心・安全なまちづくりの推進＞（属性別）  

 

  

豊かな自然環
境の保全と環
境教育の推進

資源・エネル
ギーの循環型
社会の形成

安全を確保す
る防災体制の
整備

治山・治水な
どの防災対策
の推進

生活安全対策
の推進

3.75 3.93 4.05 4.07 4.00

男性 3.60 3.82 4.00 4.00 3.99

女性 3.91 4.01 4.13 4.18 4.06

20代以下 3.80 3.74 3.94 3.94 3.83

30代 3.68 3.74 4.21 4.27 4.23

40代 3.65 3.76 3.94 4.03 3.85

50代 3.60 3.79 4.02 4.05 3.86

60代 3.73 3.97 4.03 4.09 4.01

70代以上 3.89 4.10 4.09 4.06 4.09

金光地区 3.65 3.81 4.03 4.07 4.00

鴨方地区 3.87 4.03 4.08 4.12 4.07

寄島地区 3.64 3.83 3.97 3.87 3.82

性別

全体

年齢別

居住
地域別

豊かな自然環
境の保全と環
境教育の推進

資源・エネル
ギーの循環型
社会の形成

安全を確保す
る防災体制の
整備

治山・治水な
どの防災対策
の推進

生活安全対策
の推進

3.10 3.33 3.06 2.97 3.07

男性 3.08 3.31 3.01 2.95 3.03

女性 3.12 3.31 3.08 2.98 3.10

20代以下 3.06 3.11 3.03 3.06 3.14

30代 3.02 3.19 2.83 2.93 2.86

40代 3.10 3.29 3.11 3.03 3.07

50代 3.11 3.21 3.05 2.98 3.01

60代 3.15 3.46 3.04 3.02 3.01

70代以上 3.10 3.39 3.09 2.91 3.17

金光地区 3.07 3.24 2.99 2.93 3.04

鴨方地区 3.15 3.38 3.08 2.99 3.07

寄島地区 3.04 3.29 3.09 2.96 3.14

性別

全体

年齢別

居住
地域別
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⑥快適で利便性の高い都市・生活空間の整備 

快適で利便性の高い都市・生活空間の整備分野では、優先的改善領域に＜ゆとりある住環境の整備＞

がプロットされています。 

また、＜広域・地域間交流を担う道路網の整備＞、＜都市・生活基盤としての上・下水道の整備＞の

２項目が、「重要度」が高く、「満足度」が高い領域（重点維持領域）にプロットされています。 

 

 満足度と重要度＜快適で利便性の高い都市・生活空間の整備＞  

 

  

  

　

　

計画的な土地利用の推進

都市的土地利用を促す

市街地の整備 広域・地域間交流を担う

道路網の整備

市民生活の利便性向上のための

公共交通体系の充実

ゆとりある住環境の整備

都市・生活基盤としての

上・下水道の整備

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.25 3.45 3.65 3.85 4.05

満
足
度

高

重要度 高

満足度 高 / 重要度 低 満足度 高 / 重要度 高

満足度 低 / 重要度 高満足度 低 / 重要度 低
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■（参考）属性別平均点 

 

 重要度＜快適で利便性の高い都市・生活空間の整備＞（属性別）  

 

 

 満足度＜快適で利便性の高い都市・生活空間の整備＞（属性別）  

 

  

計画的な土地
利用の推進

都市的土地利
用を促す市街
地の整備

広域・地域間
交流を担う道
路網の整備

市民生活の利
便性向上のた
めの公共交通
体系の充実

ゆとりある住
環境の整備

都市・生活基
盤としての
上・下水道の
整備

3.60 3.62 3.72 3.72 3.76 3.78

男性 3.53 3.53 3.67 3.65 3.72 3.68

女性 3.69 3.71 3.77 3.79 3.82 3.88

20代以下 3.69 3.63 3.74 3.51 3.69 3.80

30代 3.64 3.49 3.60 3.42 3.71 3.42

40代 3.45 3.62 3.48 3.42 3.60 3.55

50代 3.59 3.68 3.63 3.72 3.72 3.72

60代 3.57 3.60 3.74 3.67 3.82 3.77

70代以上 3.65 3.64 3.88 3.97 3.82 3.98

金光地区 3.54 3.61 3.66 3.57 3.71 3.66

鴨方地区 3.68 3.70 3.81 3.78 3.83 3.82

寄島地区 3.49 3.46 3.59 3.83 3.63 3.87

全体

性別

年齢別

居住
地域別

計画的な土地
利用の推進

都市的土地利
用を促す市街
地の整備

広域・地域間
交流を担う道
路網の整備

市民生活の利
便性向上のた
めの公共交通
体系の充実

ゆとりある住
環境の整備

都市・生活基
盤としての
上・下水道の
整備

2.86 3.06 3.10 3.04 2.77 3.28

男性 2.85 3.01 3.10 3.02 2.81 3.30

女性 2.85 3.09 3.09 3.05 2.75 3.27

20代以下 2.97 3.03 3.26 3.03 2.91 3.34

30代 2.93 3.11 3.09 3.07 2.80 2.95

40代 2.90 3.11 3.08 2.97 2.74 3.24

50代 2.77 2.81 3.05 3.00 2.73 3.14

60代 2.83 3.15 3.09 3.06 2.84 3.22

70代以上 2.86 3.10 3.10 3.07 2.74 3.47

金光地区 2.82 3.01 2.99 3.11 2.72 3.24

鴨方地区 2.89 3.09 3.13 3.05 2.82 3.24

寄島地区 2.86 3.00 3.20 2.84 2.73 3.54

全体

性別

年齢別

居住
地域別
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⑦住民自治と協働の推進 

 住民自治と協働の推進分野では、優先的改善領域にプロットされる項目はみられません。 

すべての項目が、「重要度」が低く、「満足度」が高い領域（維持領域）にプロットされています。 

 

 満足度と重要度＜住民自治と協働の推進＞  

 

  

  

　

　

協働のまちづくりのための

市民参画推進

だれもが活躍できる

社会の実現

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.25 3.45 3.65 3.85 4.05

満
足
度

高

重要度 高

満足度 高 / 重要度 低 満足度 高 / 重要度 高

満足度 低 / 重要度 高満足度 低 / 重要度 低
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■（参考）属性別平均点 

 

 重要度＜住民自治と協働の推進＞（属性別）  

 

 

 満足度＜住民自治と協働の推進＞（属性別）  

 

  

協働のまちづ
くりのための
市民参画推進

だれもが活躍
できる社会の
実現

3.39 3.48

男性 3.28 3.35

女性 3.50 3.62

20代以下 3.34 3.69

30代 3.09 3.44

40代 3.35 3.40

50代 3.22 3.52

60代 3.46 3.46

70代以上 3.53 3.48

金光地区 3.31 3.44

鴨方地区 3.46 3.51

寄島地区 3.40 3.47

居住
地域別

全体

性別

年齢別

協働のまちづ
くりのための
市民参画推進

だれもが活躍
できる社会の
実現

3.08 3.07

男性 3.09 3.10

女性 3.07 3.05

20代以下 3.24 3.11

30代 3.07 3.02

40代 2.98 3.05

50代 2.98 2.99

60代 3.05 3.01

70代以上 3.16 3.15

金光地区 3.01 3.04

鴨方地区 3.15 3.12

寄島地区 3.03 3.03

居住
地域別

全体

性別

年齢別
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⑧効果的・戦略的な行財政の運営 

効果的・戦略的な行財政の運営分野では、優先的改善領域に＜開かれた役所と効率的な行政機構の推

進＞と＜戦略的で健全な財政運営＞がプロットされています。 

 

 満足度と重要度＜効果的・戦略的な行財政の運営＞  

 

  

  

　

　

開かれた役所と

効率的な行政機構の推進

戦略的で健全な財政運営

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.25 3.45 3.65 3.85 4.05

満
足
度

高

重要度 高

満足度 高 / 重要度 低 満足度 高 / 重要度 高

満足度 低 / 重要度 高満足度 低 / 重要度 低
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■（参考）属性別平均点 

 

 重要度＜効果的・戦略的な行財政の運営＞（属性別）  

 

 

 満足度＜効果的・戦略的な行財政の運営＞（属性別）  

 

  

開かれた役所
と効率的な行
政機構の推進

戦略的で健全
な財政運営

3.75 3.85

男性 3.73 3.87

女性 3.80 3.87

20代以下 3.51 3.71

30代 3.67 3.96

40代 3.56 3.69

50代 3.72 3.85

60代 3.75 3.85

70代以上 3.89 3.91

金光地区 3.74 3.80

鴨方地区 3.84 3.94

寄島地区 3.59 3.72

全体

性別

年齢別

居住
地域別

開かれた役所
と効率的な行
政機構の推進

戦略的で健全
な財政運営

2.97 2.96

男性 2.94 2.92

女性 3.01 3.01

20代以下 3.06 2.97

30代 2.79 2.80

40代 2.95 2.97

50代 2.93 2.91

60代 2.94 2.90

70代以上 3.05 3.06

金光地区 2.99 2.92

鴨方地区 3.00 3.00

寄島地区 2.91 2.93

全体

性別

年齢別

居住
地域別
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８ ご意見等 

問 17 浅口市の施策全般に対するご意見等をご自由に記入してください。 

 

全体では、「道路などのインフラの改善、整備」が 17件と最も多く、「あさくち復活応援券や水道代

免除等、新型コロナウイルス感染症関連の補助へのお礼、感謝」と「教育・子育て施策の充実」がそれ

ぞれ 15件、「行政やサービスへの不満、苦情」が 12件、「身の上話等」と「浅口市の PR、広報活動の

充実」が 11件と続いています。 

 

＜回答要旨 回答数が多い順＞ 

  

意見要旨 件数

道路などのインフラの改善、整備 17

あさくち復活応援券や水道代免除等、新型コロナウイルス感染症関連の補助へのお礼、感謝 15

教育・子育て施策の充実 15

行政やサービスへの不満、苦情 12

身の上話等 11

浅口市のPR、広報活動の充実 11

空き家・空地問題 9

行政やサービスへのお礼、感謝 8

新型コロナウイルス感染症やワクチンに関する情報発信や啓蒙活動の充実 8

商業施設や企業の誘致、にぎわいの創出 6

ふれあい号についての苦情・要望 6

上下水道の整備・改善 5

介護・福祉等高齢者サービスの充実・質の向上 4

災害対策について 4

公共交通サービスの充実 4

税金や予算の適切な利用 3

市民が増えるような施策の希望 3

交通安全対策や啓蒙活動 3

図書館や自習室等の充実 3

障がい者支援の充実 3

働く場所や雇用機会の創出 3

水道料金の値下げ 3

ごみ処理・ごみ捨てについて 2

IT化の充実・マイナンバーカードの普及 2

防犯対策 2

獣害対策 2

お昼と17時のサイレンの再開希望 2

公園の増設 2

市墓地の増設 2

総合病院の創設 2

町内会の負荷・負担軽減 2

アンケートの内容について 2

農業振興 2
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第４章 資料 

アンケート調査票 
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